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Abstract 

This is a repo此 ondiscussions about and the proposals for a new 
administration system of the NRDF dictionaries， the NRDF-coding syntax and 
-coding formats which have been made in the Dictionary Working Group of the 
NRDF Steering Committee. The main reason for re-examining those subje~ts at 
this time is that we are now transplanting the NRDF system from a mainframe 
computer to a UNIX workstation. Many application programs relevant to the 
NRDF system including the compiling editor program and the NRDF-EXFOR 
converting program are to be revised and further developed for more efficiencies of 
their performances. To this end it is pertinent and urgent to re-examine the NRDF 
dictionaries and the NRDF-coding syntax and -coding formats. 
We would like to have many comments and discussions about those 

proposals set forth in the repo比

-27-



目次

1 .はじめに

2.これまでのNRDF辞書システムと将来に向けての展望

2.1.辞書の保守・管理

2.2.辞書のコード系

2.3. NRDF辞書の外部形式(カードイメージ)

2.4. NRDF辞書システムの見直しー現状における問題点と新たなシステムの開発ー

3. NRDFコーディング書式と EXFORコーディング書式

3.1. EXFORコーデイングの概略的書式

3.2. E沼‘OR固有の、核反応データのコーディング規則

3.3.核反応に関するコーディング (E辺、ORの場合)

3.4. r多重反応J書式と「核反応の組合わせ演算j書式
3.5.核反応に関するコーディング (NRDFの場合)

3.6. rEXFORコーデイングjと rNRDFコーデイングJの比較

4. NRDFコーディング書式の拡張と NRDF辞書

4.1. NRDFコーディング書式の拡張
4.2.現行 rNRDF辞書Jの改善すべき点

5.NRDF採録文法の更新

6. NRDF辞書ワーキング・グループにおける合意事項

6.1.辞書の保守・管理

6.2.辞書の形式

6.3.辞書の更新・修正作業

6.4.保守・管理する辞書の種類

6.5.辞書の修正作業の進行状況

6.6.その他

7. NRDF辞書の保守と管理の方法

7.1. NRDF辞書の管理者と辞書の所在

7.2. NRDF辞書の形式、利用・修正方法

7.3.辞書の不具合の修正や更新・コードの追加を行う時の作業の流れ

8. おわりに一一まとめにかえて一一一

-28一



1.はじめに

NRDF (Nuclear Reaction Data Filθ[1]は、今大きな曲がり角に来ている。その大きな理由は、

(1)これまで、データを収集することが大きな目的であったが、データの利用についても重要な課

題として考えていかなければならなくなったこと、 (2)これまで大学の大型計算機センターのコン

ヒ。ュータを用いたシステムであったのが、 OS(オペレーション・システム)のUNIXへの変換やワー

クステーションでのシステムの運用を図らなければならなくなったことによるシステムの再帯築が

求められていることによる。 NRDFデータの利用については、北海道大学知識メディアラボラトリ

ーで生まれたオプ、ジェクト指向の新しいメディアシステムであるIntelligentPadを用いたデータの

利用・術畠システムの開発が行われてきた。そして、核データ利用システムCONTIPが作成された

[2社。一方、大型計算機センターで運用されてきた NRDFシステム本体やデータベース作成シス

テムのワークステーションへの移行に関しては、部分的に既に実行されてきたが、新たなシステム

の作成に当たって、これまでの NRDFシステムの見直し・改良を行うことを行ってきた。その最

も中心的な課題として、 NRDF辞書の見直しと改良及びNRDF文法の改訂が取り上げられた。

NRDF辞書についてはこれまでも度々議論されてきたが、本格的に辞書を書き換えるところまで

にはならなかった。そこで、このたびの議論は本格的に辞書の改訂、新たなノレール作りをすること

にして、NRDF管理運営委員会に辞書ワーキング・グ、ループを作って検討・討論を行うことにした。

辞書の修正・改訂項目とその内容についてワーキング・グループ。で合意が得られた所から管理運営

委員会に提案し、了承を得て実際に修正・書き換えを行うこととした。 NRDFの文法についても核

反応式や核反応過程の記述を中心に文法の拡張の可能性を箭命して来た。本報告書はその議論・検討

内容と成果、そしてNRDF文法の改訂に関する試案をまとめたものである。

ここで、ワーキング・グループのメンバーを紹介しておく。ワーキング・グループのまとめ役を能

登宏が行い、メンバーに千葉正喜、片山敏之、加藤幾芳、近江弘和、吉田ひとみが加わり、大林由

英がオブザーバーで参加した。この報告書は能登、近江、加藤の3人でまとめることになったが、

報告書の内容はワーキング・グ、ループ・メンバー全員の議論・検討によるものであることを改めて記

しておく。

2. これまでのNRDF辞書システムと将来に向けての展望

NRDF辞書ワーキング・グループで、は、将来的なNRDFシステムのあり方を踏まえてNRDF辞

書の保守・管理のあり方を繍命してきた。本章では、まずこれまでの NRDF辞書の保守・管理シ

ステムと辞書コード体系の状況を概説し、 NRDF辞書の保守・管理システム及び辞書コードの問題

点を述べる。

2.1.辞書の保守・管理

NRDF辞書は、これまで北海道大学大型計算機センターを用いて保守・管理がなされてきた。こ

の辞書には2つのデータセット形式があるが内容は同一である。一つは VSAl¥1ファイル上の内部
形式のデータセットで、文法チェックなどで参照される。もう一つはカードイメージを持った外部

形式のデータセットで、このカードイメージをTSS画面で編集する事ができる。 2つの形式のデー

タセットはそれぞれもう一方のデータセットへの変換が可能であり、その変換やコードの追加・更

新は辞書ファイル保守作業支援ユーティリティープログラムを使用して行われる。

これまでの辞書の保守・管理の方法を概念的に簡潔に示すと次の概念図のようになる(詳しくは

参考文献[4]を参照のこと)。
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これまでの NRDF辞書の保守・管理の概念図

NRDF文法
チェック

NRDF検索

外部形式の辞書

(カードイメージ)

2.2.辞書のコード系

NRDFで使用されるコードは次の6種類の型に分類され、それぞ、れ異なる辞書ファイルに登録さ

れている。登録辞書名とその内容は以下のようになっている。

(1) 項目名(日eld)辞書:F型辞書
NRDFデータ記述文の左辺に項目名として使用されるコード

ω 項目値 (Value)辞書 :V型辞書
NRDFデータ記述文の右辺に項目値として使用されるコード

ω 単語 (Word)辞書 :W型辞書
ハイフンなどの記号で連結して複合コードを構成するための単語(基本コード)

(4) システム用語 (8ystem)辞書 :8型辞書

NRDFシステムに関連する非統制一般語葉

ハUqJ
 



検索コマンド (Command)辞書 :C型辞書

NRDFデータ検索システムの検索コマンドに対する文法の説明

検索コマンド使用例 (Example)辞書 :E型辞書
NRDFデータ検索コマンドの使用例の説明

(5) 

(6) 

このうちコーディング作業に直接関わるのはFVW.S型辞書に登録されているコードである。
上記6種類の辞書には以下のような情報が記述・格納されている。

① コード名(見出し語)

② コード名の展開形(コード化する前の学術専門用語、研究所名、雑誌名など)

③ 注釈(必要な場合のみ)

④ 制御情報(コードに関する様々な情報)

制御情報には以下の項目がある。

A) そのコードが属する辞書の型(必須) (F、V、W、S、C、E型)

B) クラス番号 (V型辞書に属するコードのみ必須)

F、V型に属する各コードは以下の表のように1から 14までのクラスに分類さ

れている。

クフス番号 分類 クラス番号 分類

1 研究所名 8 標的核に関する情報

2 雑誌名 9 YESとNO
3 核反応の型 1 0 未知及び不確定値

4 加速器に関する情報 1 1 光学ヰ莫型のポテンシャルパラメータ

5 検出器に関する情報 1 2 その他

6 分析法に関する情報 1 3 粒子名

7 物理量 14 単位名

V型辞書の場合はそのコードが属するクラス番号が記述される(複数個指定可)。

F型辞書の場合はそのコードの右辺に来る項目値コードのクラス番号が記述さ

れる。

作成・更新日付(必須)

情報源(現時点ではEロ‘ORコードを登録するときのみ記載)
国コード

基本単位名(単位名のコードの場合)

基本単位に対する換算比率(単位名のコードの場合)

フラグ

現時点では当該コードが更新前の古いものであることを表し、 o(オー)
[Obsoletel値を入れる。

。

防

防

防

ω日

2.3. NRDF辞書の外部形式(カードイメージ)

前述の通り NRDF辞書の外部形式はカードイメージを持っている。したがって、これは通常の

テキストエディターで編集することで辞書に新たなコードを追加したり、コードの内容を修正する

ことができる。この外部形式は基本的に次のようになっている。

-Eよ
司
、
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第 1カラム 第 72カラム

(第1カラムは空白)コード名

(第 1--10カラムは空白)展開形

(第 1--10カラムは空白)/*注釈

(第 1--10カラムは空白)/+制御情報;

第 11--12カラムが‘/*'の場合、それ以降のカラムには注釈文(フリーテキスト)が記述さ

れ、‘/+'の場合はそれ以降のカラムには制御情報が記述される。コード名の最大長は31文字ま

でとなっているが、展開形、注釈、制御情報に長さの制限はなく、 72カラムを超える場合は2行以

上になってもよい。制御情報の各項目はセミコロンで区切られ、制御情報を記述した行の最後はセ

ミコロンで終わる。各項目は「項目名ニ値;Jの形式で記述され、項目名と右辺の値はそれぞれ次

のものがある。

制御情報の項目の種類 項目名 右辺の値

コードが属する辞書の型 TYPE F， v， w， S， C， E 

コードのクラス番号 CLASS 
1--14の数{底二つ以上のクラスに属する場合

はコンマ f，Jで、区切って数値を並べるO

作成・更新日付 DATE yy-mm-ddの形式で日付を記入する。

情報源 SOURCE EXFOR (現時点ではこれのみ)

国コード COUNTRY 3，4文字の国コード (f1USAJ等)

基本単位名 BASE CLASS=14に属するコード名

基本単位に対する換算比率 RATE 1.0E--Q9等の数値

フラグ FLAG o (現時点ではこれのみ)

以下に外部形式での記述例を示す。

[例1]

INC-ENGY-LAB (コード名

(展開形)

[例2]

{例3]

2GERSRE 

INCIDENT ENERGY IN LAB. SYSTEM 

1* USED AS A PARAMETER OF DATA TABLE 

1+ TYPE=V;CLASS= 7;DATE=92--Q6-23; 

NANO-SEC 

(注釈)

(制御情報

1+ TYPE=V;CLASS=14;RA TE二 1.00000E--Q9;BASE二SEC;DATE=84--Q5-11; 

SIEMENS REAIくTOREN~CKLUNG.ERLANGEN

I****OBSOLETE. USE '2GERSIE' INSTEAD 

I*=NOTE= 'SRE' NOW USED FOR 1 USASRE 

1+ TYPE=V;CLASS= 1 ;SOURCE=EXFOR;FLAG=O;DATE=84--Q5-25; 
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2.4. NRDF辞書システムの見直し一現状における問題点と新たなシステムの開発一

以上のようにこれまでの NRDF辞書は言日主形式が取り決められ、保守・管理・運用がなされて

きたが、近年これを大幅に見直す必要が生まれてきた。

その最大の理由は我々JCPRGがNRDFの新たな利用システムの開発を行っていることにある。

我々は NRDFで検索したデータの可視化やデータ聞の比較、さらにはそれらから新たな学術的知

見を得ることを可能とするようなより高度で使い易い NRDF検索システムの開発を目指し、これ

まで運用してきた大型計算機センターの NRDFシステムから脱却し、 8QLサーバー上に NRDF

データベースを構築し、そのデータベースを利用した CONTIP(C陀 ative，Cooperative and 

Cu1tura1 ObjectsあrNuclear data and 1OO1s on IntelligentPad)と呼称する新たなNRDF検索シ

ステムの開発を進めている[3]0当然、この新たなNRDF検索システムに対応するNRDF辞書シス
テムが必要である。しかし、現状の NRDF辞書システムの保守・管理のあり方にいくつか問題が

あり、現状のNRDF辞書システムをそのまま新システムに対応させることはできない。

一つの問題は辞書を管理するコンヒ。ュータとそのシステムの問題である。コード舌字書はそれ自体

が単体で存在していても意味はなく、NRDFデータベースと対となって存在しデータの作成時や検

索時に相互参照がなされることによって初めてその存在価値を持つ。 NRDF辞書システムが開発さ

れた当時は NRDFシステムのような大量のデータをデータベースの形で管理・運用し、外部から

の参照・追加・検索を行えるようにするには北海道大学の大型計算機センターのようなネットワー

クが整備された大規模なサーバーコンピュータに頼らざるを得なかった。しかし近年のコンピュー

タの高性能・低価格化・インターネットの発達により、旧式化し他のデータベースとの互換性もあ

まりない現在の大型計算機センターのシステムを利用して NRDF辞書を保守・管理するよりは、

8QLサーバーと同様にネットワーク 08(UNIX、Linux、MicrosoftWindows NTなど)を搭載し

ているパソコンやワークステーションなどのコンピュータ上で辞書を管理した方が新しい NRDF

システムとの親和性も高く、保守・管理もし易い。さらにそれと関連して、近年のコンビュータシ

ステムのユーザーインターフェースとして当たり前のものとなりつつある GUI(GraphicalUser 

Interfaa)による簡易な操作に比べ、大型計算機センターのNRDF辞書管理システムはほとんどの

操作がキーボードを用いて行われるため操作が煩雑であり、その結果頻繁に辞書の更新を行えずメ

ンテナンスが行き届かない状況になりつつある。このような要因も NRDF辞書の管理方法を見直

す理由となっている。

もう一つの問題は長年に渡って保守・管理される間に蓄積されてきた辞書コード体系内部に介在

する問題である。『一般に、「一旦設定されて運用を開始されたコード系に関しては、修正や変更が

非常に難しくなる」と言われてしもJとNRDFコード系の整備が行われた 1992年度のNRDF年
次報告で述べられている[5]。残念ながらその指摘はNRDF辞書システムにおいても現実のものと

なりつつある。 NRDFシステムに辞書の管理システムが付加されて 15年余り経った現在、その間

何度も異なる作業者によって辞書コードの追加・修正が行われてきたため、作業者の入力ミスとし、

う単純なものから登録コードの内容に一貫性が欠けるとし、う辞書システムの根幹にかかわる問題ま

で様々な問題が今日までの聞に蓄積されてきた。幾っか例を挙げると、

・コードやその他の部分のスペルミス、記述間違い、使用不可な文字の使用

・辞書外部形式のフォーマットの不備(制御情報があるべき位置にないなど)

・コードの作り方に一貫性がない(複数のコードが同じ意味で使われているなど)

• FLAG=Oの付き方に問題がある(現在も使われているコードにFLAG=Oがついているなど)
・コードの辞書タイプ、クラス分けが暖昧

などがあり、新たな NRDFシステムを構築するためにはこれらの問題に対して早急に対応する必

要がある。

今年度、ワーキング・グソレープ内では NRDF辞書システムの保守・管理に関する議論を行い、
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新しい NRDF検索システムに対応した綿字書システムの保守・管理方法を決定した。これに関し

ては7章で詳しく説明を行う。

3. NRDFコーディング書式とEXFORコーデイング書式

この章では、 2.4で述べた現行限DF辞書コード体系や現行限DF採録書式[lJに存在する問題を

EXFORとの対比で明確にするために、 EXFORコーディング書式[6]と、その書式が採録対象として
いる核即志データ項目の内容とその範囲を概略的に調べた。この調査は、 JCPRGの国際的なデー

タベース活動として、 NRDFで採録された内容を E沼司ORに変換する際の、変換効率の向上と、

変換可能項目を拡大するための有用な資料ともなり得る。今回はE沼、ORとの対応に留意しながら、

特に核即志過程や核即試を言己述する際の、NRDF採録書式の再検討と採録書式の拡張に重点を置

いた。

この章では以下、1)核即忘の言己主に関する、 EXFORコーディングの概附句書式 2)EXFOR 

固有の、核反応データのコーデイング規則、 3)核関ぷこ関するコーデイング(EXFORの場合)、 4)

「多重反応」書式と「核即芯の組み合わせ演算」書式 5)核同志に関するコーディング(NRDFの

場合)、 6) fEXFORコーディングJと fNRDFコーディング」の比較について述べ、 NRDFコ

ーディング書式の拡張・改訂の考え方と試案を提示する。

3.1. EXFORコーディングの概略的書式

EXFORでは、データの採録の単位(1単1WはENτRYである。 1ENTRYは通常は1編の論文
に掲載されているデータの採録に対応している。 1つの ENτRYは、複数個の SUBENTRYから

出来ている。 SUBENTRYは、更にBIB(書誌情報図、 CO乱品10N(共通情報的、と DATA(データ

情報凶に分けられる。概略的に言えば EXFORでは、核即忘データをコーディングする際、 1つ

の SUBENTRY(コーディング単位)が概念的には 1つの表に対応している。多くの場合、

SUBENTRYには、 BIB(書誌情報国と DATA(データ情報国があり、必要に応じてCOl¥1MON(共

通情報区)が置かれる。 COl¥l岱'lONを記述する場合にはBIBとDATAの聞に置く。

BIB(書誌情報区)には、書誌的情報、記述的情報、管理情報を記述する。表形式のデータは

DATA(データ情報区)に書かれ、 1つの表のすべての行に共通するデータはCO乱1MON(共通情報国

に書かれる。

BIB(書誌情報区)は複数個の記録からなり、 1記録は、「情報識別子J(jnformation甘entifier)、

「情報欄J(:information field)、「識別欄J(identification field)で構成されてし、る。「情報識別子j欄

に記載される項目名の一覧が表1.に示されている。範時分けで見てみると、書誌的情報として、

Bibliography関連のコードが挙げられている。記述的情報として DataSpeci宣cation関連、

Related Data関連、 Physics関連、 Other関連のコードが列挙されている。最後に、管理情報とし

てBookkeeping関連のコードが示されている。表1.には更に、項目名を「情報識別子」欄に「記

載する義務」の有無、項目名と「データ情報区J中の表の見出し項目名との結合関係、及び「情報

欄Jに項目値又は自由文を「記載する義務」の有無が定められている。

COl¥l岱'lON(共通情報区)或は、 DATA(データ情報区)は、見出し行(DataHeadings)、単位行(Data

Units)、そしてデータ行から構成される。

EXFORに特徴的なことは、すべてのコードを登録する辞書[7]が識別子毎に用意されていること

である。現在、表2.に示されているように42個の辞書が採用されている(一部廃棄されているもの

もある)。このうち、辞書1(システム識別子[Systemident迫e四])、辞書2(情報識別子[Information

identifiers])、辞書24(データ見出lADataheadings])、辞書25(データ単位[Dataunits])、は項目名
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表l. r情報識別子ICinformation.叫entifier)に属する項目名の範時分け、及び項目名「記載の義務|の
有無、項目名と表の見出L項目名との結合関係、及び項目値又は自由文「記載の義務jの有証'“、

項目名(Keyword)r記載の義務jの有無

項目名(Keyword)と
項目名(Keyword) 項目値コードの内

0=義務的(obligatory) 有のとき項目値コ 容が自由文として
範時分け

x=重要な関連をもたら
表の見出し項目名と共に当

ードの記載の有無 繰替えされるか

す時義務的(obligatory
該項目名を記載する:義務的

when relevant) 
(obligatory) 

Bibliography 

TITLE X (自由文のみ)

AUTHOR O obligatory no 

INSTITUTE O obligatory no 

EXP-YEAR obligatory no 

REFERENCE O obligatory no 

REL-REF obligatory no 

MONI千REF obligatory no 

Data 

Speci五cation O obligatory no 

REACTION X obligatory no 

RESULT 

Rβlated Data 

MONITOR X MONIT， etc. obligatory no 

ASSUMED ASSUM， etc. optional no 

DECAY-DATA DECA'子FLAG optional no 

DECAY-MON obligatory no 

PART-DET obligatory optional 

RAD-DET obligatory no 

HALF-LIFE HLl， etc. optional no 

EN-SEC El， etc. optional no 

EMS-SEC EMSl， etc. optional no 

MOM-SEC Ml， etc. optional no 

MISC-COL MISC， etc. optional no 

FLAG FLAG obligatory no 

Physics 

INC-SOURCE optional optional 

INC-SPECT EN-DUMMY， EN-MEAN， (自由文のみ)

SAMPLE KT (自由文のみ)

METHOD one of these is obligatory optional optional 

FACILITY optional optional 

ANALYSIS optional optional 

DETECTOR optional optional 

CORRECTION (自由文のみ)

COVARIANCE X optional no 

ERR-ANALYS ERRl-， or -ERRl， etc. optional no 

Other 

ADD-RES optional optional 

COMMENT (自由文のみ)

CRITIQUE (自由文のみ)

Bookkeeping 

STATUS X optional no 

HISTORY O obligatory no 
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表Z工 EXFOR辞書ITablesof Dictionaries) 

Name 
Code Expansion NRDF 

備考欄Number length provided counterpart 

1 System Iden~fiers 三五10 S 

2 Information Identifiers 話10 yes F 
3 Institutes 5 to7 yes v(I) 
4 Reference Type yes 項目を起こす必要あり

5 Journals 三玉6 yes V(2) 
6 Reports 三五11 項目を起こす必要あり

7 Conference and Books 話10 yes 項目を起こす必要あり

8 Elements 三玉6 yes V(I3) 
9 Chemical Compounds 7 to 10 yes V(8)会 項目を起こす必要あり
13 Particle 主玉3 yes V(I3) 
15 History yes 
16 Status 三玉5 yes fl.ag* 項目を起こす必妥あり
17 Rel-Rβf 話l yes fl.ag* 項目を起こす必要あり
18 Facility 三五5 yes V(4，5) 
19 Incident Source 三玉5 yes 
20 Additional Results 三玉5 yes 
21 Method 三玉5 yes V(6，3) 
22 Detectors 三玉5 yes V(5) 
23 Analysis =五5 yes V(6，7) 
24 Data Headings 話10 F，V(7，12) 項目を起こす必要あり

25 Data Units 三五10 V(I4) 対応に留意する

27 Nuclides 孟10 V(I3) 表記法をどうするか

28 Incident Particles 三五3 yes V(I3) クラス分けの必要はあるのか?
(REACTION SF2) 

29 Product Particles 三五3 yes V(I3) クラス分けの必要はあるのか?
(REACTION SF2) 

30 Process(REACTION SF3) =玉3 V(3) 

31 Branch (REACTION SF5) 三玉5 V(3)安

32 Parameter (REACTION 三玉3 V(7)* 

SF6) 

33 Particles Considered 三五3 yes 
(REACTION SF7) 

34 Modifiers (REACTION SF8) 三五3 V(7，ω* 

35 Data-Type (REACTIONSF9) 主五5 yes fl.ag* Jft[fを起こす必要あり
36 Quantities (REACTION 話44 yes fl.ag，V(7)* 
SF5・8)

37 Result 主玉5 yes V(7)* 
42 Cinda Quantities 三玉3 yes 
*) r NRDF辞書jの該当クラスで部分的に対応しているjと考えられる。
(注1)fExpansion providedJ欄の'yes'は、記録が2行以上に伸びても良いことを表わす。
(注2)iNRDF counterpartJ欄には現行のNRDF辞書(S，F，V)との対応を示しである。 V()内の数字は、
それによってNRDFのV型辞書に属している項目値が分類されているクラス番号を表わす。
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を定義している辞書である。残りの辞書はBIB(書誌情報国の中で、特定の「情報欄J(inあ，rmation

field)で、使用される項目値を定義した辞書である。

3.2. EXFOR固有の、核反応データのコーディング規則

E沼 ORにめて、採録の対象にしてしもデータがどのような核即志であるかを記述するには、

BIB(書誌情報凶の「情報識別子J欄Cinformation-ident出er)のRelatedData関連項目下に分類さ

れている rREACTIONJに、以下の書式に従ってコーデインク守する。

REACTION (SF1(SF2，SF3)SF4， SF5， SF6， SF7，F8，F9) 

rREACTIONJは「情報識別子j欄の項目名の1つで、括弧で括られた9つの項目値を値として

取る。SF1からSF9までの項目値の意味は次のようになっている(より詳細な説明は主主を参照)。

SF1 標的核(targetnuclide ) Z-S-A-X 

ここで、

Z 原子番号

S 元素記号

A 質量数

X 準安定状態の項目値

G 準安定状態の基底状態

M 只1つの準安定状態が存在すると看倣される場合

M1 第 1準安定状態

M2第2準安定状態

T 全ての準安定状態の和

SF2 入射粒子(projectile或はincidentparlicle) from diction田y28， or Z-S-A if heavier 

than alpha. 

SF3 過程(pr慨路)from dictionary 30，andJor放出粒子(ejectile或はoutgoingparlicle) 

from dictionary 29. and/or核種(Z-S-A)， ifheavier than alpha. 

SF4 生成核種(Productnuclide) Z-S-A-X 

(泊specialrules for fission and other proas配 s包ムを参照). 

SF5 分~皮(branch)from dictionary 31. 

SF6 参量(parameter)from dictionary 32. 

SF7 参照粒子(parlicle句 whichthe parameter refers if not艶 lf-evident)企omdictionary 

33. 

SF8 修飾子(modifier)from dictionary 34. 

SF9 データの型(data-type)from dictionary 35. 

このように、「情報識別子」欄のREACTIONの「情報欄Jに指定された核防諜験の測定結果は、

「データ情報区JDATAの表としてコーディングされて行く。その際、表の見出し行に言己主される
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「見出し項目名欄」の記載順序は、

1. 独立変数

2. 従属変数

3. 付随量

4. 追加情報

とする。一般に、このような規則に従って、 REACTIONの「情報欄」に項目値が指定されると、

データ情報区に於し、て、「従属変数jの見出し項目:名であるrDATAJの下にデータ(測定量が定義(指

定)されて行く。

EXFORは、更にE沼'OR固有の核関芯のデータコーディングに関する約束事を定めている。そ

れは、 REACTIONの「情報欄」に記載される「項目値Jと、「データ情報区JDATAに記載され

る表の「見出し項目名Jとの聞に要請される「結合関係Jである。 EXFORでは、 BIB(書志情報国

の「情報識別子J欄 REACI可IONの「情報欄」に「項目値」が指定されるとそれに呼応して、「デ

ータ情報区JDATAの「表の見出し行Jに特定の「項目名Jを指定することが予め「結合関係」と

して要請されてしも「一連の核即忘を記述する諸量Jがある。この場合、データ情報区の「表の見

出し行」には、「独立変動として、要請されてし、る特定の「科目群(Family)Jに属する項目:名を指

定しなければならない。そのような「結合関係Jを持っている「科目群(FamilY)Jとしては、以下

のようなものがある。表3.にこのような「結合関係」をもっ「科目群(Family)Jを示す。

(注1)このような「結合関係J要求する BIB(書誌情報区)の「情報識別子」欄の項目名は

REACTIONだけではなしL後段に、表4.として、「結合関係」のある、「データ情報区」に記載す

る「見出し項目名Jと「情報識別子J欄の「項目名」との対照表を示しである。

(注2)なお、 BIB(書誌情報国の「情報識別子」欄に記載する「項目名」の聞には、「排反の関係」

が規定されているものがあることにも注意をして置こう。例えば、後述される「崩壊データj

(DECAY-DATA)と「半減期J(旦征...F-LIFE)がその1例である。

以下の「結合関係」の記載の中では、必要な場合にのみ、原子核開芯呉験に関する諸量及び用語

に対応する EXFORのコード名を括弧の中に示す。

1.入射粒子エネルギー(FamilyA)，入射粒子運動量(FamilyM) 

「入射粒子エネルギーJ(Family A)， r入射粒子運動量J(Family ゆを、「データ情報区」の「表の

見出し行jの「見出し項目名Jとして指定することが要請される。

2.共鳴エネルギー(FamilyC) 

共鳴ノfラメタに対して、「共鳴エネルギー」を「見出し項目名」として指定することが要請される。

但し、もし、 SF6に「共鳴エネルギーJ(EN)が指定されている時には、「データ情報区jの見出し

欄には rDATAJが指定される。

3. 2次粒子エネルギー(FamilyE) 

a)REACTION SF5に修飾語「部分断面積J(PAR)か、

b)REACTION SF6に「放出粒子のエネルギー関する微分断面積J(DE)又は、「γ準位線

の強度J(SPC) 

が含まれている場合に、 r2次粒子エネルギーJを「見出し項目名」として指定することが要請され
る。

oo 

q
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表3.r結合関係lをもっ「科目群(Fam辻v)J
日.ag

Family 
Variable 田AnS回同間地C岨L四bte百d sEQoKIuuRHaGnOEEh町duoers )， 

Category 

Incident energy A B 

Resonance energy C D 

Secondary energy E F 

Angle of outgoing particle G H 

Secondary energy E F 

Product charge I 

Product mass J 1 Gndependent variable) 

Linear momentum M 

Coe伍cientnumber N 

Neutrons out O 

Protonsout P 

Secondarye島ctivemass S 

THICKNESS K 

FLAG Z 

TEMP(Sample temperature) 8 9 

HL(Half-life) 6 7 2(additional information as an 

J 4 independent variable in 

Angular momentum (。
certain cases) 

2 

P但jty 。

(※I)Category 1は、独立変数に関係している。

(※2)Ca飴gory2は、ある場合には、独立変数として振る舞う追加情報に関係している。

4.放出粒子の角度(FamilyG)

REACTION SF6に「放出粒子の角度に関する微分断面積J(DJゆが含まれている場合に、「放出

粒子の角度Jを「見出し項目名Jとして指定することが要請される。

5. Legendre又は余弦係数の数値(FamilyN)

REACTION SF8に放出粒子の rLegendre係委幻(回G)又は「余弦係妻女J(COS)が含まれている
場合に、 rLegendreJ又は「余弦係委刻の数値が「データ情報区」にコーデイングされる。

6.半減期 (Family6)

REACTION SF4に「準安定状態にあるF摺核jを含む場合に、「半in.棚」を「見出し項目名jと
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して指定することが要請される。

7.角運動量 (L)(Family6) 

REACTION 8F6が「換算共q耕高」或は、「強度関数Jを含む場合に、「角運動量J(υを「見出し
項目名Jとして指定することが要請される。

8. 2次粒子の運動量 (FamilyL) 
REACTION 8F6が「運動量相関」を含む場合に、 f2次粒子の運動量を「見出し項目名」とし
て指定することが要請される。

9. 2次粒子の有効質量 (Family8) 
REACTION 8F6が「有効質量相関Jを含む場合に、 f2次粒子の有効質量lを「見出し項目名」

として指定することが要請される。

10.変数原子核

REACTIONで反応過程が指定されたときに、 DATA情報区に於ける表の見出しとして、いくつか

の原子核に対する「収量j或は、「生成断面積」を含むことが出来る。いくつかの原子核は、「変数(変

数原子核)Jとして記述され、「表の見出し欄Jには、「原子番号」及び/文は「質量数Jが記載され

る。この場合、 REACTIONの 8Fl或は8F4は表に与えられている「原子番号」、「質量数」、或
は、「原子番号と質量数Jのうちのいずれかのコードを含んでいなければならない。

11.変数放出核子数

生成原子核の原子番号と質量数の分布が測定され、且つ、反応生成物の原子番号及び/又は質量数が

「独立変数」として振る舞う場合には、放出中性子と放出陽子の和を、データ情報区の表に「変数(変

数放出核子数)Jとして記述することが出来る。この場合R臥 CTION 8F3は、少なくとも以下の
コードのいずれかを含んでいなければならない。

1. 表で与えられる「変数中性子数J(氾可)

2. 表で与えられる「変数陽子数J(YN) 

「データ情報区jの表の見出し項目名「放出中性子数J(N-OUT)、「放出陽子数J(P-OUT)の下に

は、それぞ、れの多重度が入る。

12.反応比

「反応の組み合わせ」の表記の中に「分再臨Jγ(3.4.f多重反応」書式と「核反応の組み合わせ演

算J書式参照)が使用され、反応比の分母と分子がそれぞれ、 1つ又は複数の独立変数の異なる値

を参照することを意味している場合には、データ↑静R区の表の見出し行には、拡張子「・分子」ト分
母」を持った、少なくとも1つの独立変数対を含んでいなければならない。見出し項目名 fDATAJ

には、当該「反応比Jの値が記入される。

ここからは、「結合関係Jを要求する、 BIB(書誌情報囚の情報識別子欄のREACTION以外の項

目名について述べる(表4.f結合関係」のある、「データ情報区」に言庄載する「見出し項目名Jと「情

報識別子J欄の「項目名」との対照表を参照)。

1. MONITOR 

「情報識別子J欄に fMONITORJが記載されている場合には、「データ情報区」の「表の見出し
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表4.r結合関係Jのある「データ情報区Jに記載する「見出し項目名j と
わ情報識別子J欄の「項目名Jとの対照表

Information -iden 
Data heading Definition Family 

ier keyword 

EN Incident energy A REACTτON 

EN-DUMJI四;EN-1¥但AN，KIT A REACTτON 

INC-SPECT 

EN-NRM MONITOR 

EN-RES Resonance energy C REACTτON 

E Secondary energy E REACTION 

El， E2， etc. E EN-SEC 

E:tv1S Secondary effective mass S REACTION 

E:tvISl， EMS2， etc. S EMS・-8EC

:MOl¥1-SEC Se∞ndary linear momentum L REACTION 
l¥10:rvI-SECl， MOM-SEC2， etc. L MO孔I{-SEC

E-NRM MONITOR 

ANG Angle of outgoing particle G REACTION 

ANG-NRM MONITOR 

:rvIOM Linear momentum M REACTION 

NU乱侶ER Coefficient number N REACTION 

DATA REACTτON 

:MONIT MONITOR 

ASSUM， ASSUMl， etc. 必 SU1¥但D

ELEl¥'田NT Product mass J REACTION 

h仏SS，ISO:rvIER J REACTION 

N-OUT Neutrons out O REACTION 

P-OUT Protons out P REACTION 

E丑A Half-life 6 REACTION 

E五.J l ， l宜~， etc. 6 HALF-LIFE 

FLAG FLAG Z FLAG 

DECAY-FLAG REACTION 

LVL-FLAG DECAY-DATA， 

R..t¥D-DET 

LEVEL-PROP 

1¥101¥但NTUl¥.1L .Angular momentum (L) 2 REACTION 

乱宜SCl，l¥1ISC2， etc. l¥lISC-COL 

-ERR， ERR- ERR-ANALYS 

欄」には、 MONITOR反応の「規格化因子jがコード化されていなければならない。

2.崩壊データ

監視，(monitor)反応に密接に関わる崩壊データは、「監視-崩壊」の下に採録される。「崩壊データ」
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項目が指定されたならば、「情報識別子J欄に項目名として「半減期Jは指定してはいけない。一般

的な書式は以下のようになっている。

DECAY-DATA ((flag)核種，半減期，放射)

放射欄は、 3つの副欄から構成されている:

(核種‘半減期， SF1， SF2， SF3) 

SF1 放射の型(辞書13)

SF2 放射のエネルギー

SF3 測定している崩壊あたりの存在比

(abundance) 

3. 2次粒子のエネルギー

データが、 1個以上の2次粒子の「エネルギーJの関数の場合には、「情報識別子」欄の r2次粒子

のエネルギーJ(EN-SEC)の項目名下の「情報欄」に、 r2次粒子のエネルギーJと r2次粒子」が

項目値としてコード化されていなければならなし¥データ情報区Jの「表の見出し欄」には、この

コード化されたほ次粒子のエネルギー」が記入され、その下に r2次粒子のエネルギー」の値が

入力されて行くことになる。

4. 2次粒子の有効質量

データが、 1個以上の2次粒子の「有効質量jの関数の場合には、「情報識別子」欄の r2次粒子の

有効質量J(KMS-SEC)の項目名下の「情報欄Jに、 r2次粒子の有効質量!と r2次粒子」が項目

値としてコード化されていなければならない。「データ情報区Jの「表の見出し欄」には、このコー

ド化された r2次粒子の有効質量Jが記入され、その下に r2次粒子の有効質量jの値が入力され

て行くことになる。

5.誤差分析

「データ情報区」の「表の見出し欄Jに修飾子「誤差」“-ERR'或は“ERR-"が用いられている場

合には、「情報識別子」欄には、「誤差分析」の項目名がなければならない。

6.フラグ

「データ情報区Jの「表の見出し欄」に「フラグ」が用いられている場合には、「情報識別子J欄に

「フラグ」の項目名の指定がなければならない。

7.半減期

「データ情報区」の「表の見出し行」に於いて、「半減期Jの「見出し項目名」の下に、数値が記入

されている場合には、「情報識別子J欄に「半減期Jがコード化されていなければならない。

8.入射スペクトラム

REACTION SF8に rMaxwell平均J(rillc¥:粉、 「核分裂スペクトル平均'J(町S)、又は「スペ

クトル平均J(SpA)を含むときには、「データ情報区jの「表の見出し欄」には項目:名「見せかけの

入射粒子エネルギーJ(EN-DU~品位)、「入射粒子スペクトノレの平均エネルギーJ (EN-~但AN)J 或

は、「スベクトル温度J(KT)が使用される。

9.準位属性
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「デ、ータ情報区jの「表の見出し欄Jに「準位フラグ」が用いられている場合には、「情報識別子J

欄に「準位属性」の項目名の指定がなければならない。

10.その他欄 (MISC-COL)

「データ情報区」の「表の見出し欄」に「その他J(阻SC)が用いられている場合には、「情報識別

子」欄に「その他欄J(乱直SC-COυの項目名の指定がなければならない。

11. 2次粒子の運動量

データが、 1個以上の2次粒子の「運動量jの関数の場合には、「情報識別子J欄の r2次粒子の運

動量J(MOM-SEC)の項目名下の「情報欄」に、 r2次粒子の運動量lと r2次粒子」が項目値とし

てコード化されていなければならなし¥rデータ情報区」の「表の見出し欄」には、このコード化さ
れた r2次粒子の運動量Jが記入され、その下に r2次粒子の運動量lの値が入力されて行くこと

になる。

3.3.核反応に関するコーディング (EXFORの場合〉

個々の核開芯機構(核即芯の却に従って、核即志データがEXFORでどのように記さされている

かを簡単に見てみよう。この節では区FORを取り上げる。 NRDFの場合については、短を参照

されたし。 EXFORでは、標準的な核防臼士、核物理で通常使用されてしも核即忘式に対応した表

記法に従って記述される。

REACTION (SFI(SF2， SF3)SF4) 

この表記を基本として更に、物理量をも含む多様な核即忘の表記法は以下のように定められてい

る。

REACTION (SFl(SF2， SF3)SF4， r諸量(quantities)J，SF9) 

SF3には、「放出粒子J、「変数放出核子数」、「過程J(proass)t、或は、それらの組み合わせが γ'

記号で結合されたものが記入される。「諸最中lantities)Jは、 rSF5，SF6， SF7， SF8Jの組み合わせ

を示す怠主ニを参粉。 SF5には、入射粒子又i土/及ひ標的核が崩壊する場合の多様な形態が識別され

る。 SF6には「参量jが指定される。例えば、着目している粒子に関する物理量などが指定される。

SF6が参照している粒子が自明でない場合には、 SF7に「参照粒子」を記入する。更に、 SF8には、

それまでに指定された核即志の測定条件や物理量を更に詳車問七するような事項が「修飾子Jとして

記入される。 SF9には、「データの型J(測定量か、評価量か、計算量かなど)を指定する。

「諾量」に属する rSF5，SF6. SF7. SF8Jの組み合わせは、辞書36に多数登録されている。

1. 断面積の積分量(一員買う

2. 断面積の積分量(部分)

3. Thick target yields 

4. 特別な量

t r過程」がSF3に書かれるのは、多くの場合、入射粒子と標的核の組み合わせが反応前後で不変

なとき、或はSF4に、1)変数原子核が指定された、 2)単独の核種を記述出来ない、 3)何も書カれて

いない、ときである。
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5. 散乱のための特別な量

6. 生成物の収量

7. 角分布(一粉

8. 角分布(部分核防芯)

9. 角相関

10. 決定係数

11.放出粒子の偏極

12. 放出粒子のエネルギースペクトル

13. 二重微分断面積

14. 三重微分量

15. 核分裂片に関するデータ

16. 共鳴パラメタ

17. 原子核に関する量

18. エネルギー/運動量/質量に関する相関(光核即忘データ)

以下に典型的な核即芯に関するEXFORでの表記例[6，8]を示す。

1)弾性散乱

REACTION (target(projectile ，EL)) 

{例1]特定のエネルギー領域の共q鳥幅の平均

REACTION (target(projectile，乱J， ，WIDIRED， ，AV) 

{例2】弾性共鳴散乱断面積

REACTION (target(N ，EL) ，PAR ，81G ， ，RE8) 

【例3]弾性散乱角分布

REACTION (target(projectile ，Eυ， ，DA) 

2)非弾性散乱

REAC1τON (target(projectile ，INL)) 

{例4】全非弾性散乱断面積

REACTION (target(projectile ，INL)target， ，81ω 

【例5】非弾'1主γ生成部分断面積

REACTION (target(projectile ，INL)t町 get，PAR ，81G ，ω 

【例6]二重(放出粒子の角度とエネルギーに関する)非弾性微分断面積

REACTION (target(projectile ，INL)target ， ，DAlDE) 

3)放出断面積、生成断面積、組替え反応

REACT10N (target(projectile ，ejectile )residuaI) 
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【例7】陽子誘起γ生成断面積

REACTION (target(P ，X)O・G-O，，SIG) 

【例8]中性子誘起中性子放出断面積

REACTION (target(N ，X)O・NN-1，EM，SIG)
(※)放出断面積は、反応生成断面積から弾性散乱を除いたもの。

【例9]放出陽子の角分布

REACTION (target(N ，N+P) ， ，DA ，p) 

{例10】中性子と放出陽子の聞の角相関

REACTION (target(N ，N+P) ， ，COR) 注釈

[例11]α粒子選択的部分断面積

REACTION (target(P ，P+A)residual ，PAR ，SIG ，A) 

{例12]組替え反応によるα粒子微分断面積角分布)

REACTION (3-LI-6(N ，T)2-HE・4，，DA，A) 

{例13]組替え反応による γ線の角分布

REACTION (3廿

4)順次崩壊過程

REAC官ON(target(projectile ，ejectile1+ejectile2+…)residual ，SEゆ

【例14]順次的崩壊過程 12C(n，α)9Be(α)5He(n)αに於けるα生成部分断面積

REACTION (6・C-12(N，A+A+N)2・He-4，SEQ ，SIG) 
(※)順次的崩壊の順序は、 SF5にSEQを記した上で、 SF3にe炉ctilel+ej回tile2+…のように書くこ
とによって表記する。左に記載されている粒子から順次的に放出されることを示す。

5)核分裂

核分裂に於いては、エネルギー分布と同時に、質量の収量と電荷分布が測定される。核分裂破片は

1次破片、核分裂生成物は最糊怜生成物とし、う意味合し、で使用される場合が多い。しかし、境界

は固定的ではないし、しばしば核分芸繊片は、両者を含んだ意味で使用される。又、しばしば核分

裂破片は、すべての電荷を許す質量数のみによって指定される。通常、核分裂生成物は質量数と電

荷によって指定される。

REACTION (target(projectile ，F)乱 EM品仏SS)

【例15]ZとAが「変数生成核種」として指定された1次核分裂生成の直接或は、独立の収量

REACTION (target(N ，F )ELE~仏SS，IND ，FY) 

【例16]励起準位にある残留核がその後、 1次γ線放出と核分裂で、崩壊する部分断面積

F
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REACTION (target(N ，G+F) ，SEQ ，SIG)・

【例 17]核分裂非対称

「核分裂破片の重い分裂片に対する最尤質量」の「核分裂破片の軽い分裂片に対する最尤質量Jに

対する比

REACTION ((target(N ，F) ， ，AP ，HF )/(target(N ，め"AP，LF)) 
(紛 fAPJ、回FJ、「回Jは、それぞれ「分裂片の最尤質量、「重い核分裂片」、「軽し、核分裂片」
を表す。

6)複合核過程

理論的考察によって部分断面積に対する複合核過程からの寄与が特定出来る場合。

REACTION (target(projectile ，ejectile )residual ，CN) 

【例 18]複合核経由の部分断面積

REACTION (target(N ，P )residual ，CN ，SIG) 注釈
(※1)注釈文を添える。

(※2)もし著者が(n，p)全反応断面積を測定し、「この即む過程は完全に複合核過程で、ある」と述べて

いる場合には fCNJは使用しない。この記載は部分断面積を意味するからである。

7)核融合

REACTION (target(projectile ，X )Z-s-A) 
(※)荷電粒子核即志では、複合核の生成がはっきりしない場合には、「核融合」をしばしば用し、る。

8)核破砕

幾つかの粒子が直接相互作用によって標的核から放出され、残留核を励起状態に置く。残留核はそ

の後核子文は核子のクラスタを蒸発させる。

REACTION (target(projectile ，X )Z-s-A) 

{例19】核破石結晶程から、測定粒子を指定することによって得られる個々の断面積

REACTION (Z-S-A(P ，4N+3P+A)Z'-S'-~， ，SIG) 

【例20]何らかの理論的な考察によって、測定断面積の部分が核破砕に割当てられる場合

REACTION (Z-S-A(P ，X )Z' -S'-~ ，SPL ，SIG) 

【例21】櫛度砕に対して、「変数生成核種」書式を採用して、「放出中性子数」、「放出陽子数」を変

数としてコーデインク守する。

REA叩 ON(Z-S-A(P ，XN+YP )ELEM仙 SS，・...)
この場合は「データ情報区」の表の「見出し項目行Jには、 fN-OUTJ、fP-OUTJ、fELE1ID丹、J、
fMASSJを「見出し欄」として指定する。

9)核破砕と高エネルギー核分裂

高エネルギーでの原子核の分解は、幾つかの場合には、核破砕か核分裂かのどちらかの過程で進行

する。
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{例22]核破砕断面積
REACTION (6・C-12(P，X) ，SPL ，SIG) 

【例23]高エネルギー核分裂断面積
REACTION (6-C-12(P ，X) ，回S，SIG) 
(※)もし、著者が全分解か与えられた残留核の生成を測定し、「反応は完全に核破砕又は核分裂のど

ちらかによって進行している」との記載があれば、 SPL又はFISは指定しなしLこれらの修飾子は
部分断面積を意味しているからである。

10)偏極核反応
標的核と入射粒子の偏極に対応する。

【例24]放出粒子の角度に関する(微分)スピン偏極確率

REACTION (target(projectile ，ejectile )residual ， ，POLIDN 

【例25]分解能

REACTION (target(projectile ，ejectile )residual ， ，POLIDA ，ANN 

【例 26] スヒ。ン相関パラメタ(~ηT)

REACTION (target(projectile ，ejectile )residual， ，POLIDA ，AYY) 

【例27】Lambshi氏法による偏極入射粒子源、及び偏極標的

INC-SOURCE (POLTR ，LAMB) 
(※)BIB(書誌情報区)の「情報識別子」欄に、項目名 fINC-SOURCEJを指定する。

11)崩壊データ

DECAY-DATA ((flag)nuclide ，half-li島，radiation)

[例28]準安定状態の核種からの崩壊γ線

DECAY-DATA (60・ND-139引，5.5HR，DG ，708.1738. ，0.64) 

12)複数個のチャネルが寄与している場合
残留核に2つ以上の異なるチャネル〈例えば、(p，TJと(p公-.J+2P))が寄与していることが明らかであ
るが、著者は残留核のみを考察しているときは、 SF5には、 fUNDJ (undefmed reaction channeu 
と指定する。この場合、 SF3は放出粒子の単なる和を表しているが、 SF4が異なるチャネルを経由
して形成された可能性があることを時示する。

【例29]，α粒子的なチャネルを経由して残留核が形成される。

REACTION (Z・S-A(P，2N+2P)Z'-S'-A' ，UND ，SIG) 

【例30】反応チャネルが定義されているかどうか不明なときには、著者が指定しているように書く。
しかし、 SF5にはDEFを括弧に入れて記入する。
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REACTION (Z-S-A(P ，2N+2P )Z'-S'-A' ，(DEF) ，SIG) 

3.4. r多重反応」書式と『核反応の組合わせ演算」書式

与えられた1つの核関芯データを取り扱っているとき、通常1つの表に相当する「コーディング

単位Jが記載されている SUBENTRYの中に、 2個以上の「コーディング単位」が含まれる場合が

ある。 EXFORには、「多重反応書式」が用意されていて、「データ情報区」の中には見かけ上1つ

の表、言換えれば1つの「見出し行j しか作成されていないが、複数の「コーディング単位Jに対

応する「見出し欄」を設定する事によって、重層的で、効率的な核同志の記述が出来る。実際、「多

重反応書式」に如、ては、 BIB(書誌情報囚の「情報識別子JREACTIONの複数個の「情報欄」に

は、それぞれの「コーディング単位」を定める「項目値」が置かれ、その「項目値」に対応した従

属変数 rDATAJが、「データ情報区Jの表の「見出し行」に指定される。その場合、複数個の「情

報欄」の「項目値」と、「データ情報区」の「見出し行」にある複数個の rDATAJは、それぞれ「連

結子J(pointer)によって結合される。

このような「多重反応書式Jが必要になるのは以下のような場合である。

A) 同一の同位核の、異なる共鳴ノfラメタを記述する。

B) 同ーの反応を、異なる複数の表現法(絶対値と相対値の併記、或は個々の測定量とそれら

の積分量など)によって記述する。

C) 特定の反応断面積を、同様の他の反応断面積と比較したものを併記する。

D) 同ーの反応の、複数の部分断面積を記述する。

E) 同一の入射粒子と標的核の実験で、特定の粒子或は、核種の生成のために行った同時測

定によって得られた複数のデータを記述する。

ここでは、「同ーの反応の、複数の部分断面積の記載」を具体例[6]として示す。

BIB 

i 1 i (92-U -235(N ，ω， ，EN) : 

REACTION 
1 21 (92-U-235(N ，0) ， ，J) E 

: 3: (92・U-235(N，TOT) ， ，WID) 

141 (92・U-235(N，F)， ，¥¥;司D)
. 

... 
2 ... 

ENDBIB z 

C01品10N

1.fOMENTU11 L : DATA-ERR : 3: DATA-ERR 4: 

NO-DIM : PER-CENT : PER-CENT 
2 

o. : 8. : 10. = 
2 

ENDCO:l¥flvl0N z 

DATA 

DATA 111 DATA : 2: DATA : 3: DATA :4 

EV : NO-DIM i阻 LLI-EV : MILLI-EV 
... 

... 

... 

ENDDATA 
2・
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最後に、 EXFORに特有の表記法として「核即芯の組み合わせ演算」書式について説明する。「核

反応の組み合わせ演算」書式とは、測定実験に於ける、物質と核防忘との複雑な組み合わせを反映

したデータの組を取扱う 1つの表言E訟である。具備句な表記は、複数個の「コーディング単位jに

代数演算を施し、機械検索が可能な(拡張された「コーディング単位」の)1つの欄(拡張された「コ

ーディング単位J)に結付けることによって実現される。代数演算を定義するために許されている「分

離符」は、次の6つである。

r + J ((一一一一)+(一一一一)) 2つ或はそれ以上の量の和
「一((一一一一一)一(一一一一)) 2つ或はそれ以上の量の差

「判 ((一一一一一一)キ(一一一一一)) 2つ或はそれ以上の量の積

r / J ((一一一一一一)/(一一一一一一)) 2つの量の商
r//J ((一一一一一)// ( 一一)) 2つの量の商。但し、分母と分子は、 1つ文はそれ以上の独立

変数の異なる値をそれぞれ参照しているものとする。

「二((一一一 )= (一一一一一一)) 2つ或はそれ以上の量の恒真

ここで、(一一一)は、「コーディング単位」に於ける核即芯の諸量を表わす。以下に「和Jr積J
「商Jr分離符"//" Jの例を示す。

[2つの核反応断面積の和】

REACTION ((28-NI-58(N ，N+P )27-CO-57， ，SIG) + (28-NI-58(N ，D )27-CO-57， ，SIG)) 

{弾性散乱の共q割高と反応の全幅の積】

R.EACTION ((42-MO-98(N ，TOT) ， ，WID) * (42-MO-98(N ，EL) ， ，WID)) 

[2つの核反応断面積の和と他の核反応断面積との比}

REACTION (((28-NI-58(N ，N+P )27-CO-57， ，SIG) + (28-NI-58(N ，D )27-CO-57， ，SIG))/ 

(I3-AL-27(N ，A)11-NA-24， ，SIG)) 

[分離符"//"を含んだ、異なる r2つの核分裂収量の比」の比】
この組み合わせは、以下のREACTIONのコーディング例[6]に示されているように、 rzとAを指
定した変数原子核の1次核分裂の蓄積収量と特定の1次核分裂の蓄積収量との比J(分子)と「核分

裂片のMaxwell平均を施した同様の分子の蓄積収量と分母の蓄積収量の比J(分母)の「反応比」で

ある。但し、主2こで説明したように(分子)と(分母)はそれぞれ、異なる独立変数である「入射粒子エ
ネノレギーj値を参照する。

BIB 

REACTION I (((92-U-238(N ，F )ELE:LvllMASS ，CUM ，FY， ，FIS)/ 
I (92-U-238(N ，F)42-MO-99 ，CUM ，FY， ，FIS)) / / 
I ((92-U-235(N ，F)乱 EM仙 SS，Cillvl，町，阻¥V)/
! (92-U-235(N ，F)42-MO-99 ，CUM，F吃，MXW)))

RESULT ! (RVAL) 
... 

ENDBIB 
CO:l¥1Jvl0N 
EN-DUM-N:rvl EN-DUM-DN 
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MV  EV 

1.0 0.0253 
ENDCOMMON 

DATA 

ELEMENT ~ MASS DATA 

NO-DIM ~ NO-DIM ... 
... ・ ・・・ ・ ・・・ -・・

ENDDATA ・・ 2・・・

3.5.核反応に関するコーディング (NRDFの場合)

NRDFの採録の標準形は以下のようである。

￥￥BIB，I; 

D#=Dnnnn; 

RCTS=(target(projectile ，ejectile )residua]); 
￥￥EXP，I; 

RCT=(target(projectile ，ejectile )residua]); 
RTY=(...); 

￥￥Exp，I; 
PHQ=(...); 

￥￥DATA，I; 

お

暗

…

M
叫
副

m
E
h
ω
 

￥END; 

￥￥END; 

前節主主で取り上げた核反応の例に即して、 NRDFのコーデイング例を以下に示す。

1)弾性散乱

【例11特定のエネルギー領域の共鳴幅の平均
RCT=(target(projectile ，projectile )target); 
RTY=(ELA-SCATT); 

PHQ=(REDUCED明TDTH);

1* The averaged resonance-width of a spec泊edtype in a specified energy-range.士/

(※) /士・…・・脅/のように、ポインタ(例えば、 '1うのない注釈は、直前の文の項目値に対するものであ

る。

{例21~.酔|空共鳴散乱断面積

ハU
F
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RCT=(target(N ，N )target); 

RTY =(ELA-SCAIT 1'); 

/士'1':elastic resonance scattering士/

PHQ=(XSECTN); 

(※)現在のところ、 rF型辞書」項目値、 RTY(r反応の型J)に結合する rv型辞書」クラス3(反応

の却には、「弾性共鳴散乱」を指定する項目値は登録されていない。このクラスに現在登録されて

いるコードRESNは「共鳴即志」と定義されている。

{例3]弾性散乱角分布

RCT=(target(projectile ，projectile )target); 
RTY=(回.A-SCATI);

PHQ=(ANGL-DSTRN); 

2)非弾性散乱

{例4]全非弾性散乱断面積

RCT=(target(projectile ，projectile )target); 

RTY =(INEL-SCATI); 

PHQ=(TOT-XSECTN); 

{例5】非弾性γ生成部分断面積

RCT=(target(projectile ，projectile )target); 

RTY =(INEL-SCATI); 

DET-PARTCL=(GA乱品仏);

PHQ=(XSECTN); 

(※)NRDFでは、部分断面積の「部分」を明示しないことが多い。

{例外二重(放出粒子の角度とエネルギーに関する)非弾性微分断面積

RCT=( target(projectile ，projectile )target); 

RTY =(INEL-SCATI); 

PHQ=(DSIGMAlDO~担GAJ

3)放出断面積、生成断面積、組替え反応

【例7]陽子誘起γ生成断面積

RCT=(target(P ，GA1vllv1A)X); 

RTY =(X' 1'); 

/* '1': gamma下roductionreaction * / 

DET-PARTα..=(G必11v:IA);

PHQ=(TOT-RCT-XSEC古河);

{例8]中性子誘起中性子放出断面積

RCT=(target(N ，N )幻;

RTY=(X' 1'); 

/士，1': neutron emission reaction士/

DET-PARTCL=(N); 

PHQ=(XSECTN); 
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[例9]放出陽子の角分布

RCT=(target(N ，N ，p)却;

RTY =(X' 1'); 

1* '1': proton emission reaction士/

DET-PARTαr=(p); 

PHQ=(ANGL-DSTRN); 

[例10]中性子と放出陽子の聞の角相関

RCT=(target(N ，N ，P )residuaI); 

RTY=(訂);

/骨'1':proton emission reaction *1 

DET-PARTCL=(P ，N); 

PHQ=(ANGL-COR乱，);

1*注釈士/

【例 11】α粒子選択的部分断面積

RCT=(target(P ，P ，ALPHA)residuaI); 

RTY=(X'1'); 

/士'1':alpha emission reaction企/

DET-PARTαr=(此 pHA);

PHQ=(XSECTN); 

【例 12】組替え反応によるα粒子微分断面積(角分布)

RC'Iヒ(6LI(N，T )4HE); 

RTY =(RRG-RCT); 

DET-PARTCL=(ALPHA); 

PHQ=(ANGL-DSTRN); 

【例 13]組替え反応による γ線の角分布

RCT=(6LI(N ，T )4HE); 

RTY =(RRG-RCT); 

DET-PARTCL=(GAM1仏);

PHQ=(必~GL-DSTRN);

4)順次崩壊過程

[例 14】順次的崩壊過程 12C(n，α)9Be(α)5He(n)αに於けるα生成部分断面積

￥￥Exp，l; 
RCT=(I2C(N ，ALPHA)9BE ，( ，ALPHA)5HE ， ，N )ALPHA); 

RTY=(SQNτも-RCT1');

/合'1':sequential decay *1 

DET-PARTCL=(札，pHA);

PHQ=(XSECTN-YLD); 

￥￥DATA，l; 

RSD=瓜.. PHA.; 
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(※1)順次的崩壊の順序は、 RCT=(projectile，ejectile1 ，ejectile2，…);のように記述し、更に

RTY=(SQN恒..-RCT);を指定することによって示される。左に記載されているejectilen (n=1，2，…) 

から順次的に放出されることを示す。

(※2)順次的過程の即試 RCT=(reaction1 ，reaction2，…)の書式は、今回新規に提案されているも

のである。

5)核分裂

[例 15]ZとAが指定された1次核分裂生成の直接或は、独立の収量

￥￥Exp，l; 
RCTこ(target(N，FISSN)); 

RTY =(FISSN); 

PHQ=(YLD); 

￥￥DATA，l; 

RSD=X' 1'; 

/士Detectedproduced particles are tabulated under the headings Aand Z in the table士/

￥DAT必

A Z YLD 

(NODI1⑪(NODIM) (MB) 

￥END; 

【例16]励起準位にある残留核がその後、 1次γ線放出と核分裂で崩壊する部分断面積

RCT=(target(N ， GM品1A，FISSN));

RTY=(FISSN ，SQNTL-RCT); 

DET-PARTCL=(GM1J¥ω; 
PHQ=(XSECTN恒 ..D);

【例 17]核分裂非対称

「核分裂破片の重い分裂片に対する最尤質量Jの「核分裂破片の軽い分裂片に対する最尤質量」に

対する比

RC手 ((target(N，FISSN )X'l')/(target(N ，FISSN )X'2')); 

1* X' 1': the heavier fission fragments. X'2': the lighter fission fragments.合/

RTY =(FISSN); 

PHQ=(X'3'); 

/士X'3': fission a巧rmmetη=the ratio of the mean mass of the heavier宣ssion仕agment

to the mean mass of the lighter fission fragment. The mean mass means the most 

probable mass of fission fragments.士/

(※)反応に関する拡張書式として「反応比j を導入した。

6)複合核過程

[例 18]複合核経由の部分断面積

RCT=(tar炉 (N，P )residuaI); 

RTY =(GMPD-RCT); 

DET-PARTα..=(p); 

PHQ=(XSECTN); 
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7)核融合

RCT=(target(projectile ，X )residuaI); 

RTY=(FUSN); 

DET-PARTCL=(...); 

PHQ=(...); 

8)核破砕

[例 19]核破石和、邑程から、測定粒子を指定することによって得られる個々の断面積

RCT=(target(P ，4*N ，3士P，ALPHA)residuaI); 

RTY=(SP札，);

DET-PARTα..=(N ，P ，ALPHA); 

PHQ=(XSECTN); 

【例20】何らかの理論的な考察によって、測定断面積の部分が核破砕に割当てられる場合

RCT=(target(P ，X )residuaI); 

RTY=(SP札 J;

DET-PARTCL=(.日);

ANL=(...); 

PHQ=(XSECTN); 

【例21]椀皮砕に対して、「放出中性子数」、「放出陽子数」を変数としてコーディングする。この
場合は「データ情報区Jの表の「見出し項目行」には、 rNNBRJ( r中性子数J)と rZJ( r陽子数J) 

を指定する。状況によっては、 rAJ( r質量数J)や rg凶 /[J( r元素J)を「見出し欄」として指定

することもあり得る。

RCT=(target(p，NNBR士N，Z士P)residuaI); 
RTY=(SP札，);

DET-PARTα..=(N ，p); 

/士Detectedparticles are coded in ￥DATA*/ 

必在..=(...);

PHQ=(文1');

1* '1': :Measured quantities (including neutron number (NNBR)， proton number (Z) and 

other quantity X (headed DATA)) are coded in ￥DATA.士/

￥DATん-

NNBR Z A ELrv1 DATA: l' 

(NODIM) (NODIM) (NODIM) (NODIM)(unit) 

￥END; 

1* 'l':Measured quantity X is coded under the field headed DATAin￥DATA.士/

(※1)粒子の多重度として「変数」士「粒子」を導入した。【例]NNBR士N，Z士p

(※2)現在、 rELMJは rv型辞書」クラス 13r粒子Jには登録されていない。

9)核破砕と高エネルギー核分裂

A
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【例22]核破砕断面積

RCT=(I2C(P ，X)); 

RTY=(SPAL); 

PHQ=(XSECTN); 

【例23】高エネルギー核分裂断面積

RCτヒ(I2C(P，X)); 

RTY=(回SSN);

PHQ=(FISSN -XSECTN); 

10)偏極核反応

標的核及び/又は入射粒子が偏極している。

[例24]放出粒子の角度に関する(微分)スピン偏極確率

RCT=(target(projectile ，ejectile )residual); 

RTY =(POL-RCT); 

DET-E生RTCL=(...);

必也=(...);

PHQ=(POυ; 

1* The spin -polarization parameter probability with respect to angle of emission * / 

￥DATA; 

TH1も POUANGL

(NODI乱。(NODIl¥1)

(※)現在、表の「見出し項目名Jとして rpOUANGLJは未定義である。

【例25]分解能

RGIヒ(target(projectile，ejectile )residual); 

RTY=(POL-RCT); 

DET-PARTCL=(..よ

ANL=(，..); 

PHQ=(到 ALPW);

【例 26] スヒ。ン相関パラメタ(へ~r)

RCT=(target(projectile刈ectile)residual); 

RTY =(POL-RCT); 

DET-PARTαr=(..よ
ANL=(...); 

PHQ=(SPIN-COR斑..-pARA);

￥DATA: 

τ1ITCAYY 
(DEG) (NODIl¥1) 
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(※)物理量(PHQ)fSPIN-CORRL-PARAJに対して、そのlつの成分で、ある'Ayy'を表の「見出し項
目名JfAYYJとして新規に設定することを提案している。

(W~ 27] Lamb shift法による偏極入射粒子源、及び偏極標的

￥￥EXP，l; 

POL-TGT=...%; 

POL-PRJ=...%; 

ION-SOURCE=lLamb-shift ion source /; 

RCT=(target(projectile ，ejectile )residuaJ); 
RTY=(POL-RCT); 

DET-PARTCL=(...); 

ANL=(…); 

PHQ=(...); 

￥￥DATA，l; 

11)崩壊データ

[例28】準安定状態の核種からの崩壊Y線
￥￥EXP，l; 

RC1ヒ(target(projectile，ejectile ) 139ND); 
RTY=(X'l'); 

/* '1': Gamma decay企'Omthe residual nucleus士/

DET-PARTCL=(G品伽A);

PHQ=(HALF-LIFE ，X'2'); 

/士宮:the total abundance of two gamma rays * / 

￥￥DATA，l; 

RSD=139ND; 

/士Metastablestate吋

ENG子G品倒A=(7081句V，738KEV);

￥DATA; 

HALF-LIFE DATA'l' 

(HOUR) (NODIM) 

5.5 0.64 

￥END; 

/* DATA'I': the total abundance ofboth gamma rays企'Omthe metastable nucleus */ 

(※) !* Metastable state*/のように、ポインタ(例えば、'1')のない注釈は、直前の文の項目値に対す

るものである。

12)複数個のチャネルが寄与している場合

{例29]，α粒子的'なチャネルを経由して残留核が形成される。

RC1ヒ(target(P，2官N，2*P )residuaJ); 

RTY=(X'1'); 

/官Thereaction channel is undefined*/ 

DET-PARTCL=(N ，P); 

PHQ=(XSECTN); 
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【例30]反応チャネルが定義されているかどうか不明なときには、著者が指定しているように書く。

注釈を書くことが望ましい。

RCT=(target(P ，2士N，2*P )residua]); 

RTY=(X'l'); 

/士Itis not clear whether the reaction channel is de宣nedor not， although the reaction 

channel is given by the author.士/

DETPARTCL=(N ，P); 

PHQ=(XSECTN); 

3.6. rEXFORコーディングJとrNRDFコーディング」の比較

NRDFの基本的な考え方は、一言でいえば「論文に記載されている実験データを可能な限り生の

データに近し叶え態で採録するJということである。しかし、誘導測定量も採録することが出来る。
ただし、核反応の断面積に全く関係のない核構造にのみ関わるデータであることが明らかな場合に

は採録しない。核構造に関わるかどうか疑わしい場合には出来るだけ採録することになっている[9]0

これに対して、 EXFORの採録では、「放出粒子に関する順次的過程はどうであれ、最終的な反応生

成物を決定するjことを意図している。しかし、 EXFORに於いても、全断面積が2つ又はそれ以

上の部分断面積に分けられる場合に限って、全閃志から部分周志、を識別するための修飾子が用いら

れる。著者の記述に基づいて、測定されたそれぞれの部分に、現在受け入れられている核模型に関

する知見から適切な反応機構を割当てることが出来る。その場合でも全反応が、着目している(割当

てた)部分周志によってのみ進行しているならば、 EXFORは反応機構に言及することなく当該核反

応を、終端原子核生成のための全反応として記述すべきことを要請している。

NRDFとEXFOR両者の採録に於いてはそれぞれの橋支基準があるから、両者のデータファイル

で収集するデータの範囲が異なっていても、それ自体は問題ではない。データファイルとしての要

点は、収集したデータ或は、論文に掲載されている原子核実験のデータを両者の採録が、それぞれ

の用語と書式に基づいて適切に表現出来ているかどうかである。

EXFORでは、反応に関与する粒子として、「入身林立子jをSF2に書き、反応応、の結果出現する粒

子を SF3とSF4に書くしoRE臥ACTIO

あれ、終端の生成物をSF4に記述する。終端の生成物には通常は、出現した粒子のうちで最も重い

もの1つを「生成粒子」として指定する。「放出粒子」は放出される}I関芋に関係なく、質量数の軽い

ものから順に γ 記号で繋げてSF3に記載する。終端生成物に対する反応生成全断面積は、反応の

出口でエネルギー的に可能なすべての反応断面積の和となる。γは、必要な時にのみ陽に記載する。

EXFORでは、特に「測定粒子」と「参照粒子Jとを陽に識別しなければならない場合がある。
「測定粒子Jは、 BIBの F情報誌主子」のREACTION又は、 PARTDET又は、 RAD-DETによ
って明確になっていなければならない。測定された粒子、或は、測定された放射同志で実際に測定

された粒子を日則定粒子jとして PARTDETに書く。測定される粒子が崩壊粒子に帰着される場

合には、 RAD-DETに書く。監視反応で測定された粒子はこの項目値には書かない。「放出粒子j

が複数個存在する時に、与えられた測定量(或は物理量が、どの粒子を参照しているのか(r参照粒
子J)が明確でない場合がある。又、日則定粒子」が常に「参照粒子Jとは限らないo REAC官ON
の記述だけからは「参照粒子」が自明でない場合には、 SF7にそれを記入する。日則定粒子」ゃ「参

照粒子」が与えられた物理量(或は、測定量から明らかな場合にはそれらは書かない。

NRDFでは、「測定粒子jと、物理量(或は、測定量が「参照している粒子」とは同じ粒子(原子

核)であることを前提としている。しかし、「測定粒子Jと「参照粒子」を区別しなければならない
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データは必ず存在するから、コーデイングシートには、￥￥EXPで、「参照粒子」と日則定粒子」の

両項目名に対する項目値の記載が可能なように、予め「参照粒子」も書式に追加して置いた方が良

いと思われる。

次に、核反応データを採録する場合の記載方式を見てみよう。E沼、OR書式では、項目の記入は、

ri立置パラメタ」方式に依っているD 顕著な例として、 BIBの情報識別子欄のREACTIONには、
SF1からSF9まで、 9個の「位置パラメタjの役割が定義されている。一方、 NRDFでは、項目

の記入は「鍵ノfラメタ」方式に依っており、必ず、「項目名=項目値」の関係を保持している。

各 F情報区Jの記載に関しては、 EXF‘OR書式に於ける BIB(書誌情報区)の F情報識別子J欄に
記述するRelatedData関連の殆どは、NRDF書式では￥￥EXPや￥￥DATAに記述されることにな

るO 又、 Physics関連の殆どは￥￥EXPに記述される。このように、 NRDF書式では￥￥EXPや
￥￥DATAに記載される事項が、 E沼、ORでは BIB(書誌情報区)の「情報識別子j欄

Gnformation-identi五er)のRelatedData項目下にコーデイングされる場合がある。

前節までに見てきたように、 EXFORのコーデイング書式では「結合関係」として、 BIB(書誌情

報凶の滑報識別子J欄に記入する 1つの「項目名Jと、それと結合出来る特定の「項目値J群と
を規定している。更に、 F情報識別子j欄に記入する「項目名Jと結合できる、或は、 F情報欄jの
「項目値jと結合できる、「データ情報区jの「表の見出し欄Jに記入する特定の「見出し項目名j
群を規定している。 BIBに記載される項目と、データ情報区に記述される「見出し欄jとの聞に要

請される「結合関係Jは、そのコードの担っている意味内容によって、幾つかの科目群(Family)に
分類されている。 EXFORは、登録されているコード間にこのような結合関係を設定し、又、この

ような結合の根拠となる、コード分類辞書を定義することによって、コーデイングの規則性と一貫

性とを保証している。前節で注釈を加えたように、 E沼、ORでは、項目名の間に「排反の関係Jが
規定されているものもある。この関係も同様に、 E沼'ORコーデイングの規則性と一貫性とを補強

するものであろう o

一方NRDFのコーデイングでは、 l単位(通常は論文1訴訟の核反応測定データを協議する場合の

定型を「コーデイングシートJとして用意することによって、項目名と項目値の標準的な、許容さ
れる結合関係を提示している。 NRDFには現在4つの辞書が用意されている。項目名用の rF型辞

書」、 14の「クラスjに仕分けされた W型辞書」、 NRDFシステム自体カ可吏用するシステム用語
を定めた rS型辞書」、そして「単純コードjのみを登録してある rw型辞書」である。このうち、

項目名と項目値の結合の樹処となる辞書は、 rF型辞書jと rv型辞書Jである。 rF型辞書jに登
録されている「項目名」はそれぞれ、 rv型辞書J中の特定の「クラスjに登録されている「項目イ副
群とのみ結合することが出来る。

NRDFにおける粥柔内容の大部分がEXFORへ採録変換可能であることが期待される。本章で
見て来たように、多くの核反応に関する lつのコーデイング単位(1つのおについては、 NRDFと

E沼、ORとの間で平行的に採録が可能であると考えられる。従って、「辞書作業グループJの緊急の
課題として、コーデイング単位について、 rNRDFとE沼、ORとの間のコーデイングに関する『対

応関係のデータベースjJを系統的に構築して行けば、 lENTRY(l編の論文3についても両者の採
録の対応付けが速やかに効率的に遂行出来るであろう D 勿論、両者の採録書式の分析は更に進めな

ければならない。次章では、この間「辞書作業グループ」で議論して来た、現在迄の NRDF採録

書式と NRDF辞書に関する検討分析の内容について述べる。 NRDF辞書の新規コードの整備、

NRDF採録書式の拡張、 NRDF文法の改訂の進展・充実の度合に応じてNRDFからEXFORへの

変換率は向上するであろう o
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4. NRDFコーディング書式の拡張と NRDF辞書

今まで、コーディングの観点から、 E沼DR書式と NRDF書式とを比較検討して来た。この章

では、実際のNRDF採録の局面で、

1. どのようなNRDFコーディング書式であれば、採録の工程が効率的に且つ効剰句に遂行
できるであろうか?

2. そして、採録書式に対応して、どのようなNRDF辞書が整備されていれば、採録の際に
役立ち、しかも採録の質・精度(コーデ、イング能力)を向上させることが出来るであろう

か?

について考察した。以下生Lでは現行 rNRDFコーディング書式」の拡張の試案について、生丞で
は現行 rNRDF辞書Jの改善すべき点について述べる。

4.1. NRDFコーディング書式の拡張

前節では、 EXFOR採録書式に留意しながら、核周志の具体的な例に即してNRDFに於ける採
録書式の拡張・改訂の必要性を考えて来た。それらの試案は大略列挙すると次のようになる:

1. 物理量或は、測定量が参照している粒子を定義する「参照粒子1項目:名欄を、￥￥EXP(r実
験・測定条件情報区J)に追加する。

2. 粒子放出の記述に於いて、粒子の多自由度の表記法の拡張として、 rw数を表わす項目』量『粒
子名~J を認める。

3. 骸反応式の表記で、 r2個或は、 2個以上の反応式の四則演算Jを可能にする。

4. 核反応過程或は、核蹴樹曹の記述項目として、「順次崩壊j、f粒子生成j、「粒子放出J、「共

鳴散乱j などの項目:名を追加する。

5. 測定量或は、物理量として、既登録の項目の精査・整理と新規登録をする。特に「断面積I

(XSEσrN)と「収量J(YLD)の区別、 fそれらの修飾された複合項目及び「それらの比j

に関する項目の精査・新規登録をする。

6. 表の見出し欄用の辞書である rH型辞書Jの新設と、H型項目:名の登録をする。その際、 rH

型辞書Jに登録されている項目(例えば、「スヒ。ン相関パラメタ」の成分の1つである'勾ず)

と、 rv型辞書Jのクラス「物理量」に登録されてしも物理量(例えば、SPIN.CORRL・Pi収A)
との「連結情報Jをコード化する。 rH型辞書」に関しては生丞でもう一度詳しく提起され

る。

このうち、1)は、新しい項目欄の追加に伴う NRDFコーディングシートの改訂であり、 2)、3)は、
NRDF文法の拡張であり、 4)、5)は、 NRDF辞書の整備、 6)は、新しい辞書作成の提案に関係して
いる。

これらの試案を検討する際、 NRDF採録に於いて、核開志の過程或は、核即E機構をどのよう
に取扱うかlこついて十分吟味して置く必要があることを特に強調したい。端的に言えば、 NRDFで
は、「基本的には、著者の記述に基づいて核即忘過程或は、核即t機構も明記して、論文に記載され
ている実験データを可能な限り生のデータに近い状態で採録する」のか、 E沼、ORのように、「放出
粒子に関する順次的過程はどうであれ基本的には、最終的な即芯生成物に関するデータのみを採録
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する」ことにするのかであるヘ NRDF採録の基本的な方針を明確にすれば、 NRDF採録書式や

NRDF文法の改訂の方向性や内容は自ずと規定されて行くものと思われる。

ここでは更に表2.を参考にして、 NRDFコーディング書式改訂のための、一般的Eつ体系的な

考察を試みる。表2の rl'ト、、叩、
とム、現行の NRDF、辞書に於けるコ一ド分類との対応を可能な範囲で示してある。また「備考欄」

には、コーデ、イング書式を反映した E刀、OR辞書のコード分類に即して、 NRDF辞書の改訂の参

考となる若干の注記が添えられている。

「書誌、的情報区」のコーディングに関しては、「採録すべきデータの出所の分類」、「当該採録実

験データの状態」などの新しい採録項目の設定が望まれる。

「採録すべきデータの出所の分類j

NRDFは現在、査読のある雑誌に掲載された原子核実験の論文からデータを収集している。し

かし、実験データの公表の媒体はそのような論文だけに止まらないと考えられ、データの精度や信

頼度などの「品質」が一定程度保証されているならば、学会及び学会の講演集、(国閥会議及び会

議の報告書、大学・研究所の紀要・年報・活動報告なども、荷電粒子核同志実験データの源として

活用することが考えられよう。採録すべきデータの出所に関する項目名の新設と、項目値としての

出所を分類する新規コードの登録が検討の対象となる。

「当該採録実験データの状態j

この項目は、 1単位(通常は論文1$掃のNRDF採録が完了した時点で、当該採録原稿が、採録デ

ータとしてどのような状態にあるかを指定するものである。状態指定は、いくつかの範鴎に分けら

れる。例えば、「著者校正の状態」、「著者の最終目標から見た当該採録データの履歴と位置づけ」、

「当該採録データの分析の状態」等が考えられる。

「著者校正の状態Jについては、「採録データ原稿は著者校正されているJの有無。

「著者の最終目標から見た当該採録データの履歴と位置づ、け」については、「採録完験データは

予備的なものである」、「当該採録実験データは以前のものを置き換えるものであるJ、「当該採録実

験データは最終的なものである」のような項目値が考えられる。

「当該採録データの分析の状態」では、「当該同一完験の異なる分析による異なる結果を含んで

し、るか」の有無などがある。

「実験・測定条件情報区」及び「データ情報区」の採録書式の拡張と関係してくる項目としては、

「監視(monitor)反応デー夕、標準データに関する記載J、「参照データJなどが考えられる。

「監視(monitor)反応デー夕、標準データに関する記載J

この項目は、当該核反応実験データの分析のための標準となる「監視，(monitor)反応Jに関する

データの採録を可能とするような項目である。「酎見反応デー夕、標準データJにっし、ては、「荷電

粒子核関芯データファイル年次報告96Jの1編 rEXFORへの変換等における NRDFの問題を検

言すするワーキング・グループ報告J[10]中に、「コーディング上の入力形式の改善点Jとして課題に

挙げられている。

「参照データj

この項目は、当該実験データの導出のために使用した「他の文献から引用した数値」、或は「著

者が仮定した数値Jの有無及びその数値を採録するためのものである。又、この項目は、当該核反

f但し、この報告全体は、前者の立場、即ち、 1単位の原子核実験論文に対して、 「基本的には、

著者の記述に基づいて核同志過手長Eは、核関志機構も明記して、論文に記載されている実験データ
を可能な限り生のデータに近い状態で採録する」と言う立場を前提にして纏められている。
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応実験データの分析の際、「他の機会に独立に行われた同じ実験の結果から求めたデータを使用し

ているかjの有無及びそれらの数値或は結果を採録するためのものである。「参照データJの詳細項
目としては、そのような参照が、「グラフを読むことによってなされたのか」、「別のデータファイル

から変換されたデータの参照なのかJ、「著者によって検査の上参照したか、検査なしで参照したかJ
等に細目化されるであろう O

以上述べてきた項目は、従来の NRDF採録書式でも、「フラグを立てたデータJ或は、「注釈!
として取扱うことは可能である。しかし、採録上の指針として、「当該実験データを直接記述するデ

ータではない」との理由で、採録範囲からは基本的には除外している。又、採録範囲確定の難しい

境界的なデータに関しては採録者の判断に委ねられている。これらの項目にも標準的に対応出来る

fNRDF協議書記と fNRDF辞書Jを検討することは、 EXFORと同一水準のデータベースを
構築するという観点からも必要なことであろう。

NRDFデータベースの採録を充実するためには、荷電粒子核反応データベースの基本となる、

核反応過程或は反応機構及び核反応式を的確に記述出来る書式と、表の見出し項目名を整備・充実

して行くことか不可欠である。特に、最近の新しい核反応実験、例えば、ノ¥イノfー核の関与した実

験や、放射性同位核入射線による陽子、中性子のむip線近傍の不安定核に関する実験、更には、宇

宙の元素合成に関わる実験等にも対応して行けるような採録書式と辞書を実現して行かなければな

らない。「核反応過程或は反応機構及び核反応式lについては、第3章迄の検討内容に基づく改訂
試案がこの節の前半に纏められている。更に、第5章の 5.NRDF文法には、ここまでの提案内

容も包含した、より体系的な試案が提示される。前章の 3.5.核反応に関するコーデイング(NRDF

2盛盆には、既に実例が先行的に示されている。

4.2.現行rNRDF辞書Jの改善すべき点

EXFORでは、コードを分類した多くの辞書が整備されており、項目名と項目値の基本的な「結

合関係Jは、それらの分類辞書によって規定されているo一方、 NRDFではコーデイングの際に直
接使用する辞書は、現在、 fF型辞書」と fv型辞書」である。項目名と項目値の「結合関係」は、

fv型辞書」の中の登録「項目値コードJを分類している「クラスjに従って行われている。この
節では、現行 fNRDF辞書」の改善すべき点について試案を述べる。

現行の fNRDF辞書」はこれまでに、古くなったコードを廃棄したり、誤りコードを修正した

り、過去数回にわたって新規コードを多数登録したりして改良を加えて来たものである。新規コー

ドを多数登録したときには、コード体系の整合性に関しても検討を行って来た。しかし同時に、

fNRDF辞書」の整備不足や不備な点についても折りに触れて指摘されて来ている。この間、「辞

書作業グループ」で指摘された、現行 fNRDF辞書jの改善すべき点は以下の諸点であった。なお、

fNRDF辞書の書式jの改訂については6.NRDF辞書ワーキンググループにおける合意事項を参

照されたし。

1. 現行の fF型辞書」には、対応する fv型辞書」のクラス番号が記載されていないもの

や、複数個のクラス番号が記載されているものがある。 fF型辞書」のIつの項目名は、

fv型辞書jに登録されている特定のクラスに属する項目値と結合するようにする。

2. 現行の fv型辞書Jにあるクラス 12.fその他Jに属するコードを、改めて既存のクラス
に割当てるなり、項目の範障を具体日寺に特定したクラスを新設するなどして発展的に解

消するO

3. クラス 13.f:粒子名jにおいては、粒子名、核種の体系的、系統的な整備・補充が必要で
ある。その際、極力、 EXFORの表記法を参考にすべきであろう o特に、「準安定状態J
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の表記法などについて導入の可能性を検討すべきである。

4. クラス3.1核反応の型lでは、反応機構(放出、生成、崩壊、組替え反応、順次崩壊過
程、複合核過程、核分裂、核融合、偏極反応…)の整合性のある分類と、それに基づい

た新規コードの導入について検討する。

現行の INRDF辞書」では、￥DATAの表の見出し欄に使用する項目名が、陽に定義されていな

い。そのために、 IF型辞書」に登録されている比較的少数の項目名を使用したり、通常、￥￥EXP

に記載される、 IV型辞書」のクラス7.に登録されている「物理量{PHQ)Jの項目を代用している
ことが多い。 状況によっては、 IDATAJ、IDATAl'l'J、IDATA2'2'J等の余り好ましくない表の見
出し欄の使用を余儀なくされ、 NRDFデータベースを利用する際の不具合の1つとなっている。

表の見出し欄には物理量が指定されなければならない。しかし、表の見出しに使用される全ての

コードを W型辞書」のクラス「物理量jに登録しておくことは好ましくない。形式的な理由とし
ては、表の見出しに登録されるコードは「項目名」でなければならないのに対して、 IV型辞書」の
クラス「物理量」に登録されているコードは「項目釦であることである。このクラスに登録され

る物理量は、その物理量の物理的な概念を明確に識別したものとすべきである([例】

IDSIGMAlDOMEGAJを直接登録するのではなく「角分布仏NGL-D罰百N)Jを登録する)。一

方、表の見出しには概念的な物理量がそのまま使用される場合も少なくはないが、通常は、原子核

物理で使用される表記法をとるものが多い(【例】「角分布仏NGL-D8τ'RN)Jではなく、

IDSIGMAlDOMEGAJ)。更に、ベクトル的或は、テンソル的物理量の場合には、それぞれの各

成分が見出し欄に記載される([例}スピン相関パラメタ(テンソル最の 1 成分 IAYYJ 仏~))。従

って、 IV型辞書」のクラス「物理量」とは独立に、表に記載されている数値データに直接対応する
項目名として使用されるコードを登録した辞書カヨ必要になる。ここでは、見出し欄に使用するコー

ドを登録する IH型辞書」の新設を試案として提示したい。この IH型辞書」には、「独立変妻女」
としての「見出し項目名jと「従属変数jとしての「見出し項目名Jの設定の仕方の原則や、核反
応実験の実験・測定条件や取扱う物理量の記載に応じて、設定しなければならない見出し項目欄を

系統的に定義して置くべきである。留意すべき点としては、 IV型辞書」のクラス 7.1物理量
(PHQ)Jに登録されている「項目釦と、それに対応する具体的な測定量の表示のための「見出し
項目名」との聞に「連結関係」を設定すべきことである。例えば、「物理量{PHQ)Jとして、「スピ
ン相関パラメタ(SPIN-CORRL-pj四A)Jを指定し、表の見出し欄には、「スピン相関パラメタの1

成分」である IAYYJカ寺院される場合などに、 2つのコード ISPIN-CORRL-PARAJとIAYYJ

の間の「連結関係」を設定して置いた方が良い(主主1ω偏極核反応参R賀)。
E沼、ORの辞書24には、表の見出し項目名が多数登録されており、それらは以下のような群に

分類されている。参考のためにそれらを列挙して置く:

• 「測定量J• 「共鳴パラメタJ• 「入射粒子のエネルギー/運動量」• 12次粒子のエネルギー」• 「角度/係数の値」• 「独立変数或は、付随情報」• 「同位核/粒子の同定j• 「監視/仮定された値」• 「付加情報J
ちなみに、 E沼、ORでは、定量的な物理的事項である「諸量Jは、 SF5からSF8までの4つの項目

っ，“PO
 



値の組み合わせで記述され、極めて多くの諸量が辞書36に登録されている。

この章の前節4.1.NRDFコーデイング書式の拡張で検討したような採録書式を採用する場合、
fNRDF辞書」の改訂は、 fF型辞書」に登録する項目名の新設、 fv型辞書Jに於けるクラスの新
設と、それぞれのクラスに属する「項目副群の新規登録、 fH型辞書Jの定義と新規「項目名」
の登録、と言う作業内容が基本になると思われる。

5. NRDF採録文法の更新

「辞書{乍業グループ」では、現行の fNRDF採録文法J[1]を確認し、現行文法の問題点を検討
すると同時に、最近の荷電粒子核反応実験の進展に対応し、且つ NRDFデータベースの収集協議
範囲を拡張出来るように fNRDF採録文法jを改訂するための作業を進めてきた。この章では、こ
れまでに「辞書作業グループ」で検討されたfNRDF採録文法J改訂検討案について述べる。なお、
今回の検討に当たっては、日苛電粒子核航、データファイル年次報告88Jの1編 fNRDF意味チェ
ックプログラムJ[11]を参考にした。
今回のNRDF採録文法の更新にあたっては以下の2点に留意した。

1)かねてから懸案となっていた「複雑な核反応式の記述が可能となるような」改訂を行うこと D

2)EXFORのコーデイングとの対応がとれるところは、できるだけ構文規則の上でも対応関係を

追及してみること(特に核反応の記述に関して)。

であった。

以下の表5.に fNRDF採録文法Jの改訂試案を示す。構文規則は、 Backus.Naur記法に大時計準
拠して記述することにする。なお、下記の記載で、 <情報区>ln とあるのは、<情報区〉がl回以

上不定回繰り返されることを表わし、<データセット>onとあるのは、くデータセット>が言己載され
ないか、或は、<データセット>がl回以上不定回繰り返されることを表わしている。従来の文法と

異なる新しい定義の提案個所を太字で示す。なお、表中の最終欄の番号は、表の後にまとめて記載

されている注釈文の番号にそれぞれ対応している。

主な改訂点は、次の5点である。

1) ￥￥END;の後に記載していたく自由文記述欄>を廃止する。その主な理由は、採録環境がパ

ソコン或は、ワークステーション上の作業となり、随時採録本文中にく自由文>が取り込み

可能だからである。

2) 核反応式を拡張し、「多粒子放出J、打順次崩壊過程核反応」、「核分裂J、「核融合」等にも対
応して採告義が出来るようにした。

3) 2)と関連して、粒子放出の記述に於いて、粒子の多自由度の表記法の拡張として、 fr数を
表わす変数項目』士『粒子名jJを導入した。

4) E沼、ORのコーデイング規則が対応している、 2つの核反応式の組み合わせによる、核反応

断面積の四則演算を導入した。

5) fデータ情報区」に記述される「表の見出し項目名J用のコードを登録した、新しい fH型
辞書:Jの作成を提案した。これは、現在、 fv型辞書」に登録されている項目値コードを表
の「表の見出し項目名Jにも流用していると言う不具合を解消するためである包ム盟笠
「NRDF辞書|の改善すべき点参照)。

q
t
u
 

ハh
u



く￥BIB情報区>

く￥EXP情報区>

〈￥DATA'I育報;区〉

<￥BIB制御文〉
く羽XP制御文>

く￥DATA制御文>

<データセット一覧>

くデータセット識別番号>

<正整数2>

阿部区本俗
<項>

く文>

く複イ直>

く単値2>

又はi..

表5.<NRDF原始データ>

a 

く単値3> 只《単値> 二ω …l?j 
<イ直>三イ直ヲごド>

又はi.._ 1く人名>

-64-



又は!::=!<数値>

又は:::=:<数{直>く単位名>

又は;::=;く拡張記号〉

又は!::=1/<自由文>/

3) 

<単語>

く単語2>

<人名>

<単数値>

く単委文>

く単純妻女〉

<F型実数>

又は;・・司.!oo(A J --V・

くE型実数> :::= i<F型実数>E<数字>ln

又はi::=i<F 型実数~Eく符号〉く数字>ln

1'<複合数~ 1::= i<単純数〉く演算>ln
I~演争 !::三 i<時三七執務f

又はi::=1<演算子-><複合数2>

<i寅算子-> :::= 1+ 
[ 又はr:.:~...l=

又は;..-汗

又は;::~..V
又は向

|く複合数2> 日(<単純勝記演算2>ln)

<i寅算2> 1::= 1<演算>

「「

u
n
h
U
 



〈ノfリテイ>

<複数イ直〉

4) 〉

<拡張委女〉

く単位名>

く拡張記号〉

戸

OPO
 



10) 

〉

>

》

九

u

A

1

A

H

釈
由
文
目

注
白
。
英

<
。
<
o
<

<英文2>

ω <自由文記述欄>は、廃止とする。<自由文>は、該当箇所に直接埋め込んで行く O
1) 現在のところ使用されているコーデイングシートには、<複文>は使用されていないD

2) 1+<単値>Jは構文規則に入れずに、「採録時の約束」と考える。
{例]
DET -SYS=(MAG+PLST -SCT); 

3) Xは、「未知j、「不確定」或は、「欠損値」を表わす。

4) く単数値>ー>く単数値>の記法は認めない。必要な場合には、「一>Jの前の項目と後の項目を
見出しとして設ける。

5) ~く単数値>に於いて、 I~J はアスキーコードでは、 I[Jを用いる。

ω、7) 他の用例と抵触しないかどうか検討を加える。
8) 粒子放出の記述に於いて、粒子の多自由度の表記法の拡張として、 1r数を表わす項目j* 
『粒子名jJを認める。
ω EXFORに倣って2つの反応の四則演算を導入する。
1ω 表の見出し(ヘッダ)用のコードを登録した IH型辞書」を新規に整備する。

6. NRDF辞書ワーキング・グループにおける合意事項
この章では今年度NRDF辞書ワーキング・グループ内での議論の結果、 NRDF辞書に関して決

定した事項やワーキング・グループの活動の成果に関して述べる。なお、以下の合意事項の多くは
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ワーキング・グループ内における合意事項であり、荷電粒子管理運営委員会での承認を得ていない

ものも多々ある。そのため、今後以下の事項が変更となる可能性もあることをお断りしておく。

6.1.辞書の保守・管理

管理運営委員会で正式承認されたので次章で詳細に述べる。

6.2.辞書の形式

外部公開用の辞書の形式は基本的にはこれまでの大型計算機センターで管理されていた辞書の

外部形式(カードイメージ)に準拠したテキスト形式とし、概ね次のようなフォーマットとする

(現時点では正式なフォーマットの決定はなされてはいない)。

第 1カラム

コード名 CR+LF 
展開形 CR+LF 
/*注釈 CR+LF 
/+制御情報 CR+LF

-各行の最後は改行コードCR(キャリッジリターン、 ASCIIコード &HOD)+LF (ラインフ
イード、 ASCIIコード &HOA)で手冬える。
-各行は可変長とする。

・コード名の最大長は31文字までとし、英字は大文字のみを使用する。展開形、注釈では小文

字を使用してもかまわない。

-展開形・注釈・制御情報は最大 250 字までとするが、極力 60~70 字程度に収まるようにする0

・制御情報の各項目は「項目名=値;Jの形式で記述する。
-制御情報の項目名とその右辺の値として以下のものを記述する。

制御情報の項目の種類 項目名 右辺の値

コードが属する辞書の型 TYPE F， V， W， S， H 

コードのクラス番号 CLASS 
1~14 の数値(現時点)0 一つ以上のクラスに属
する場合はコンマf，Jで、区切って数値を並べる。

作成・更新日付 D~官官 yyyy-mm-ddの形式で日付を記入する。
情報源 SOURCE EXFOR (現時点ではこれのみ)
国コード COUNTRY 3，4文字の国コード (flUSAJ等)
基本単位名 BASE CLASS=14に属するコード名
基本単位に対する換算比率 RA官官 1.0E-Q9等の数値

フラグ FLAG o (現時点ではこれのみ)
新規コードのコード名 REFERENCE 新しいコード名

これまでの辞書の制御情報との変更点は次の通りである。

① fTYPEJの右辺の値はF，V， W， S， Hとなる(理由は後述)。
② fDATEJの右辺の形式は fyyyy-mm-ddJとする (20∞年以降に対応)。
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③ fREFERENCEJという項目を新たに追加する。当該コードが更新前の古いコード

であり (FLAG=Oがついている)、それに代わる新しいコードが存在する場合に記述

し、右辺に来る値は新しいコード名となる(新コードが何かを明確にすることにより

コーデイング作業を行い易くするため)。

6.3.辞書の更新・修正作業

辞書の更新・修正作業は下の表のようなR也.croω，ftExcel等を用いて作成した表形式の辞書を

用いて行う(入力や修正時のミスを減らすため)。

表形式による辞書の一部 (V型辞書)

A B c D E F G H J K L 

YEAR YEAR V =365*DAY 14 SEC 3.16E+07 2αlO-O3-<l6 

YES YES V 9 1984-<l5-11 

Y ADERNAYA FIZlKA 

YF YAD.円Z. V (SEESNP FOR 2 EXFOR 4CCP 1984-<l5-25 

ENG.TRANS.) 

Y1ELD 
Yield (Continuous 

V 'YLD' is favl山崎le 7，12 O YLD 1988-<l7-<l7 
叩 an此y)

YLD 
Yield (Continuous 

V 7，12 1988-<l7-<l7 
quan批y)

YTN YUAN TZU NENG V 
YUAN TZU NENG 

2 EXFOR 3CHP 1984-<l5-25 
(ATOMIC ENERG'rつ

ZAP Z.ANGEW.PHYS. V 
ZEITSCHRIFT FUER 

2 EXFOR 2GER 1984-<l5-25 
ANGEWANDTE PHYSIK 

ATOMIC NUMBER 

Z-COMP OFCOMPOUND V 12 1984-<l5-11 

NUCL王US

表形式辞書1行自のアルファベットの意味

記号 意味 記述される内容

A コード名 コード名(見出し語)

B 展開形
コード名の展開形

(コード化する前の学術専門用語、研究所名、雑誌名など)

c 辞書の型 コードが属する辞書の型 (F，V， W， S， H) 
D 注釈文 注釈文(注釈が必要な場合)

E クラス番号
1~14 の数値 (F， V型に属するコードの場合)一つ以上のクフスに
属する場合はコンマ f，Jで、区切って数値を並べる

F FLAG o (当該コードが古い場合)

G REFERENCE 
FLAGの項目にOがついていて、代わりとなるコードがある場合、

そのコード名

H SOURCE 情報源(現時点では fEXFORJのみ)

COUNI官Y 3，4文字の国コード (flUSAJ等)
J BASE 基本単位名 (CLASS=14に属するコード名)
K RA官官 基本単位に対する換算比率 (1.0E-D9等の数値)

L D~τ官 作成・更新日付(フォーマットはWYY一mm-ddの形式)
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-これまでのカードイメージのようなテキスト形式の辞書は表形式辞書の修正作業を終え次第、

表形式辞書から生成する。ただし具体的なフォーマットについては、表形式辞書の修正作業が

ある程度進んだ時点で改めて議論した後決定する。

=今 現状では制御情報の項目の追加などの可能性があるなど辞書の形式がまだ流動的

で、現時点においてテキスト形式辞書フォーマットの妥当性の判断が難しいため。

6.4.保守・管理する辞書の種類

.c型、E型辞書は廃止し、今後はF，V， W， S， H型辞書を保守・管理する。
=今 C型、E型辞書は大型計算機センターのNRDF検索システムで必要な辞書であり、

新しい検索システム (CONTIP)では必要ないので廃止する。またデータ項目名

(Heading)専用辞書としてH型辞書を新設する(後述)。

6.5.辞書の修正作業の進行状況

. FLAG=Oのつき方に問題のあるコードについて修正作業を行った。

-その他の辞書の問題個所も今後随時辞書ワーキング・グループ内等で議論・修正していく予定

である。

6.6.その他

NRDF辞書システム体系の試案として基本的な構想が出ているがワーキング・グループ肉でも完全

な合意には至っていないものを列挙する。来年度以降にさらに議論を行い具体的な方針を定める予

定である。

-データ項目名(Heading)(NRDFのデータテープ、ルにおいて記述される物理量)コード専用の辞書
(H型辞書)の新設

当 データ項目名に記述される物理量コードがF，V型辞書の双方に登録されていてー
貫していない問題を解決するため。

-演算子辞書の新設

=今 複合コード(いくつかの基本コードを組み合わせて作ったコード)の作り方に規則

性を持たせるため0

.F型コードの右辺に来るV型コードのクラスが唯一つとなるようにコード体系を見直す。
=今 NRDFの文法上このようになっていた方が正しいため。

-その他、EXFOR辞書の長所を取り入れるなど、NRDF辞書をより使いやすくかっ様々な実験デー
タをコーディング、し易いようにするための辞書体系の抜本的見直しを行う。

7. NRDF辞書の保守と管理の方法
本章では NRDF辞書ワーキング・グループにおいて議論・決定し、荷電粒子管理運営委員会に

提案の後正式承認された NRDF辞書の保守・管理体制について詳説する。なお、この保守・管理

体制は NRDFのコーデイングされたデータファイルそのものについても原則的に適用する予定で

ある。
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7.l. NRDF辞書の管理者と辞書の所在

• NRDF辞書は荷電粒子管理運営委員会の定める辞書管理者が管理する。
• NRDF辞書の最新版は北海道大学理学部原子核理論研究室内のワークステーションである
nucl.sci.hokudai.ac.jp (以下nucl) のディレクトリ/home2/nrdD'novaIDict2の下に置き、

この辞書をマスター辞書とする。・さらに大型計算機センターにもノ〈ツクアップのためにマスター辞書と同じ辞書ファイルを
保管する。ただし、このファイルは基本的にUpdateunlyとし、非常時を除き参照や利用

は行わなし )0・マスター辞書のパックアップファイル、更新前の古い辞書ファイル、更新履歴を記載したロ
グファイル、表形式辞書は辞書管理者が管理する JCPRGのパソコン内に保存しておした

だしこのパソコンを利用するのは暫定的な措置であり、将来的にはこれらのファイルを保存

しておくための専用の場所を用意する。

7.2. NRDF辞書の形式、利用・修正方法

・辞書の最新版(マスター辞書)はReadOnlyとし、管理運営委員会の承認なしに直接マス
ター辞書を変更しない。・マスター辞書はテキスト形式とする。ただし辞書コードの追加・修正作業には表形式の辞書
を使用し、追加・修正作業後にテキスト形式に変換する。

7.3.辞書の不具合の修正や更新・コードの追加を行う時の作業の流れ

NRDF辞書の修正や更新・コードの追加を行う場合は以下のような手続きに従って行う。

1. 各自でコピーしてきた NRDF辞書をまず各自の判断に基づき修正する。あるいは辞書ワ

ーキング・グループ内で議論して修正作業を行う o

2. それら修正結果を修正案として辞書管理者に報告する。

3. 辞書管理者はそれらを辞書の修正要求として取りまとめて管理運営委員会に諮る(半年ご

と)0

4. 管理運営委員会での承認を得た後、辞書管理者の監督の下でマスター辞書の更新作業を行

う。更新作業は表形式辞書を用いて行う。

5. 表形式辞書の更新が終了した後、それをテキスト形式に変換する。

6. 更新した新しいマスター辞書(テキスト形式)をnuclに保管する。この時古い辞書はnucl

から削除し、 JCPRGのパソコンに保管する。同様に表形式辞書も JCPRGのパソコンに

保管する。

7. 更新した辞書はパックアップのため大型計算機センター内にも保管する。
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lNRDF辞書の保守・管理の概念図|

nucl 

マスター辞書

(各自が利用する

最新辞書)
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JCPRG 

(辞書管理者)

管理運営

委員会

-マスタ}辞書のパックアップ

.更新履歴の保存

・更新前の辞書の保存

-表形式辞書を使った辞書の更新

-表形式からテキスト形式への変換大型計算機

センター
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8.おわりに まとめにかえて

今回のNRDF辞書について大幅に修正・更新することになった背景は、大型計算機による NRDF

の管理システムをワークステーションによるVNIXへの移行が主なものであったo移行に伴って、
データの入力システムからデータの検索・利用システムに到る様々なシステムをこの機会に作り直

すか大幅な修正・更新することになったo 中でも、 NRDF辞書と文法は全てのシステムの基本にな

るものであり、他に優先してこの1年間検討を行ってきた。本報告はその結果をまとめたものであ

る。

検討は、まず、これまでのNRDFデータの収集・作成活動の中で指摘されてきた問題点を整理・

まとめる作業から始めた。取り上げられた主な問題は、

NRDF辞書コードやその他の部分のスペルミスや不正確・不適当な記述の修正

辞書外部形式のフォーマットの不備

重複コード、類似コードの整備

FLAG=Oの再検討

コードのタイプ、クラスの不備や不適がないか、検討が必要

などであった。ワーキング・グループで、これらの問題を一つ一つ検討し、直ちに修正すべき点を

整理して、その部分については作業を開始することにした。

しかし、辞書の修正・更新作業を行うためには、辞書の管理方式を決めなければならなかったo新管

理方式については本報告書で詳細に説明されている。また、これまで大型計算機システムでは、辞

書の修正作業を行うためのソフト(プログラム)が作られていて、そのプログラムを実行して修正

などを行って来たO そこで、ワークステーションに NRDF辞書を移したので、修正作業を行うエ

ディターなどを決めることにした。

これまでのNRDFシステムの運用や改良では、 NRDF文法や規則を変更しないという枠内で、

辞書の修正を行って来た。しかし、核データの効果的なコーデイングや NRDFから E沼、ORへの

効率的な変換、更には、今後期待される核データの収集領域の拡大を行うためにNRDFの文

法の改訂は避けて通れない。 NRDF文法や規則を改訂することの必要性については、ワーキング・

グループで具体的提案を作成し、 NRDF管理運営委員会に決めてもらうことにした。ワーキング・
グループでの主な議論は、1)核関志の記述に関する検討、 2)NRDFコーデイング書式の検討、

であった。議論のベースになった考え方は、 NRDFのデータの EXFORフォーマットに変換する

効率をいかに上げるか、そのキーポイントとして核反応の記述の問題カ執り上げられることになっ

た。また、 NRDFデータの採録(コーデイング)をいかに暖昧さなく行うようにできるか、という

視点から NRDFコーデイング書式の検討を行うことにした。本報告書は、これまでワーキング・

グループで議論・検討してことをまとめたものである。それらは、今後更に検討して具体的提案にま

で持って行かなければならない。
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も宜しくお願い致します。
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